
子どもの権利に関するアンケート

調査結果報告

2007年9月

北広島市子どもの権利条例検討委員会



調査対象　　保育園４か所・幼稚園３か所

　　　　　　　配布２２３件　回収１５２件　（回収率６８．２％）

女性 男性 構成比

２０代 15 0 9.9%

３０代 102 6 71.1%

４０代 27 2 19.1%

５０代 0 0 0.0%

６０代 0 0 0.0%

合計 144 8 100.0%

１　あなたは北広島市で「子ども権利条例」を作ろうとしていることを知っていますか。

回答数 構成比

知っている 36 23.7%

知らない 116 76.3%

無回答 0 0.0%

合計 152 100.0%

【考察】子どもに関わっている職員の半数に条例策定が周知されていない。養育中の保護者への周知の低さが伺える。市政モニターでも、･

知らないが74.8%であり、市民への浸透方法（広報など）が課題である。

回答数 構成比

思う 90 59.2%

思わない 33 21.7%

わからない 28 18.4%

無回答 1 0.7%

合計 152 100.0%

【考察】対象が幼児であり、保護者や職員の目の届く行動範囲であることや関わり方にあると考えられる。市政モニターでは思わないが50.4･

％であり、北広島が子どもにとって安心して暮らせる場所であるのか他部会のアンケートとの比較も必要。

※以下「幼児・親部会」の考察については、質問事項が同様の場合、「保護者用」、「教諭・保育士・職員用」共に同じ表現としています。

回答数 構成比

思っている 131 86.2%

思っていない 3 2.0%

わからない 17 11.2%

無回答 1 0.7%

合計 152 100.0%

【考察】職員より保護者が高比率で、子どもの自己肯定感が高いと考えている。保護者と密接に過ごしている年齢のためか？（子どもとの･

比較が必要だった。）市政モニターでは54.7%であり、大人から見て自己肯定感が低い子どもが多いと考えることができる。年齢や周囲の

人間との関わりや環境が左右していると考えられる。子どものアンケート結果との比較が必要だが、子どもの自己肯定感を高められる環境

を大人が用意する必要がある。

回答数 構成比

ある 131 86.2%

ない 3 2.0%

わからない 17 11.2%

無回答 1 0.7%

合計 152 100.0%

【考察】児童用アンケート問6「大きくなったら何になりたいですか。」156名中152名のなりたい回答がある。･

幼児期で考えると大人が考えている程、夢がない子どもはいないということになる。

４ あなたは、子どもには将来の夢やなりたい職業があると思いますか。

２　あなたは、子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。

３  あなたは、子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。
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５　子どもが何をしている時が楽しいと思いますか。（自由記述～上位の回答のみ）

回答数

遊んでいるとき 72

友達と遊んでいるとき 68

兄弟と遊んでいるとき 41

６　あなたは、子どもの意見が大切にされていると思いますか。

回答数 構成比

されている 78 51.3%

されていない 19 12.5%

わからない 49 32.2%

無回答 6 3.9%

合計 152 100.0%

【考察】半数がされていると回答しているが、わからないも3割近い。子どもと関わっている時間が長いことから、このような回答となったと考え･

られる。市政モニターでは、されていない36.0% わからない35.3%であり、されていないが高率。･

回答数 構成比

思う 134 88.2%

思わない 7 4.6%

わからない 8 5.3%

無回答 3 2.0%

合計 152 100.0%

【考察】現代の子どもは忙しいというが、保護者も感じている。

８　子どもにとって安心できる場所はどこだと思いますか。（自由記述～上位の回答のみ）

回答数

家庭 141

幼稚園・保育園 8

【考察】家庭が多数を占める。保護者の中には共働きのため子どもを預かってくれている祖父母宅が挙がっている。

複数回答

回答数 構成比

子どもの話をもっと聞く 131 30.1%

子どもとの約束を守る 57 13.1%

一緒に過ごす時間を作る 120 27.6%

友達・きょうだいと比較しない 38 8.7%

子どもを守る 74 17.0%

その他 15 3.4%

ない 0 0.0%

合計 435 100.0%

【考察】職員が関わる中で大切なことと、保護者（親子関係）では違いがある。設問の違いはあるが、基本的な関わりとしては、信頼関係･

、スキンシップやコミュニケーションなど精神面を充実させることが大切と考えられている。

10　子どもにしてあげたいと思っていることはなんですか。

おいしい食事を作ってあげたい。

いつでも子どものために祈ってあげること

じっくりと話を聞いてあげたいと思っています。

７　子どもが休息したり、ゆっくりする時間が必要だと思いますか。

９　子どもとの関係で特に大切だと思うことはなんですか。

１日１回は家族全員で食事をすること

いつでも話ができる一番近い存在でいること。（意見も言い合える）

いろいろな体験をさせて、自立へと導く。犯罪や事故から守る（自ら守る術を身につけさせる）

たくさん話を聞いて、たくさん遊んで、たくさん友達と遊ぶ時間を作ってあげたい。

たくさんの愛情を注ぐ

してほしいと思っていることをしてあげること。

こんな世の中ですので、金銭感覚を身につけさせたい。いろいろありますが、人と楽しく話が出来るような社交的な明るい子にしたいのが目標です。

これから大きくなっていく上で必要になってくること（社会常識、思いやりの心）を教えていってあげたい。
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将来の選択肢を増やす。

親はいつも味方であるという安心感を与えたい。

親の愛情を言葉や態度で伝えたい。

親としての愛情を注ぐこと。夢を持たせること。資格を取らせることの３つです。

色々とありますが、今は母として愛情をたくさんあげたい。いっぱい抱きしめてあげたいです。

人格の尊重

人への思いやりや自分を大切にする事を親の片寄った考えではなくしっかり伝えていく。

今この時期、このときを大切に子どもとの時間を大切にしていきたい。

将来につながる人間性。生き抜く力を付けさせてあげたい。

出来る限りの教育を受けさせたいです。

社会に出たときに困らないように常識やしつけ

自分自身で考える力を身につけさせること

自分を大切にし、人を愛せるようにする。生きる力を養う。

自分の力で生きていける力をつけてあげること。

自分の意志で「やりたい」「やってみたい」と言った事はなるべくやらせてあげたい。

子どもが愛情を感じられるように「大切にされている」と思えるように

四季折々、色々な経験をさせてあげたいと思っています。

仕事をしているので、できるだけ一緒に過ごせる時は過ごしたいと思う。一人で出来ることが増えていくように見守る。

今年小学校入学なので、そういうことを考えるのは早いと思っている。

子どもとの時間を作れる生活、母子家庭で働く場所や休日時間帯も保育園に合わせると収入が少なく、余裕がないためにかわいそうな思いです。

子どもが進みたい道を一緒に探していくこと

子どもが喜ぶことは何でもしてあげたい。

子どもが安心して勉強したり、遊んだりできる環境を整える。困ったときは何でも話せるようにしたい。

時間や日常しなければならないことなどに追われることなく、子どもが満足するまで一緒に遊んだり、関わったりしてあげること。

子どもの夢、希望が実現できるよう、少しでも力になりたい。

子どもの将来に役立つ事や、持っている才能を見つけて伸ばしてあげたい。

頑張ってできた時は誉めること

甘やかすというのではなく、とりあえず不自由はさせたくない。両親が働いていて、祖父も祖母も近くにいないが、なるべく寂しい思いをさせたくない。

楽しい経験を広げてあげたい。可能な要求や希望はかなえ、ダメなことは絶対にだめとしっかり伝える。

家庭では自分らしさを出せるようにリラックスした環境にしてあげたい。（もちろん物事の善し悪しは教えた上で）色々なことに興味を持って自分の好きなことを見つけさ
せてあげたい。

考えていることを聞いて、本人ができるよう導いてあげたい

元気いっぱいにのびのび育つ環境を作ること。外でなにかあっても安心して家族のそばにいられる居場所を持ち続けてあげたい。

健康な体と精神的安定

気持ちをわかってあげたい。一緒に何でもしたい。

家族や友達の大切さを教えてあげたい。

一般常識がわかる子ども

運動したり、学んだりすることの楽しさを教えてあげたい。

一日最低３０分は集中して子どもの話を聞いたり、遊んだりしてあげたい。家族そろっての食事（ゆったりした）

一人の人間として人格を受け入れながら成長していく過程を一番そばで見守り、手助けをしてあげたい。

一人っ子なので他の人との関わり合いを増やしてあげたいです．

可能な限り、願いをかなえてあげたい。

ふつうの子とできるだけ関われるように、学校に楽しく行けるようにしてあげたい。

安らげる家。どんなことがあっても家族は自分を信じて味方でいる存在だと思えるように。

挨拶、お礼（感謝）謝るなどの言葉がきちんと出来る子にしてあげたいと思っています。

愛情いっぱいに育てたい。

ゆっくり話を聞く。子どもの言葉を否定しない。

やりたいといた事はなるべくさせてあげたい。

もっとお友達を増やしてあげたい。

もう少し優しくしてあげたい。厳しすぎるかなと思うときがあるので

まだ幼い幼児期～少年期（１０歳くらい）までは、子どもに関われることには積極的に関わってあげたい。末っ子で話を聞きそびれることが多いので、子どもの思いを聞
き取るようにつとめたい。子どもも一人の人間として扱い、しっかりわかりやすく話してあげたい。

のびのびと生活できる環境

なるべく話をゆっくりきいたり、少しでいいので二人の時間をつくってあげたい。

なるべく子どもの願いを叶える

なかなか毎日できることではないが、出来るだけ余裕をもって子どもと接してあげたいと思います。

楽しい経験をして、一緒に喜び合うこと。

できるだけ一緒に遊んだり、話したりする時間を作る。栄養のある食事をさせて、丈夫な身体をつくってあげたい。

-　3　-



【考察】問9と同様にスキンシップやコミュニケーションなどの精神面や関わりを認識している。共働きが増えたこともひとつの要因だが、

子どもと一緒にいる時間や対話の時間が減っていると考えられる。

回答数 構成比

いる 142 93.4%

いない 6 3.9%

無回答 4 2.6%

合計 152 100.0%

複数回答

回答数 構成比

家族・親戚 117 53.7%

知人・友人 79 36.2%

子どもの先生 19 8.7%

その他 3 1.4%

合計 218 100.0%

【考察】子どもの回答から幼年期であり大人に依存する部分が大きく友達よりも両親、先生など大人に相談していると考えられる。

保護者は子どもの相談相手として職員を低くとらえている。職員が忙しいとの印象があるのか、保護者と職員の関係作りへの努力も必要。

回答数 構成比

知っている 118 77.6%

知らない 31 20.4%

無回答 3 2.0%

合計 152 100.0%

複数回答

回答数 構成比

家庭児童相談員・母子自立支援員 64 16.8%

子どもサポートセンター 45 11.8%

エンゼルキッズこども家庭支援センター 57 15.0%

教育相談員 12 3.2%

地域子育て支援センター 64 16.8%

こども発達支援センター 40 10.5%

地区の民生委員・児童委員（主任児童委員） 39 10.3%

社会福祉協議会心配事相談所 8 2.1%

子ども電話相談ユーアンドアイ 48 12.6%

その他 3 0.8%

合計 380 100.0%

【考察】子どもに関する悩みは必ずあるものと考え、対応が必要。例えば、相談窓口のＰＲや工夫が必要。市政モニターでは、知らないが･

41.1%である。場所は地区の民生委員・児童委員32.6%　家庭児童相談室・母子自立支援員31.8% 子育てが終わった世代もあり、関心が

薄いのではないかと考えられる。

１１-１　子どもが悩み事を相談したり、話を聞いてもらう人がいると思いますか。

１１－２　いると答えた方にお聞きします。誰に相談しますか。

１２　子どもに関する悩み事を相談できるところを知っていますか。

１２－２　知っていると答えた方にお聞きします。

話を聞く。抱きしめる。共感する。

話を聞いて、何を感じているか一緒に考える。

誉めて自分がこの社会に必要だと自信をつけてあげる事

無理せず、その子のスピードで色々なことを体験させてあげたり、学ばせてあげたい事です。

毎日安心して楽しく暮らしていけるように親として見守ってあげたい。

毎日たくさん会話をし、コミュニケーションをしっかりとりたいです。

本人が希望する教育、スポーツ

勉強をみてあげる。一緒に制作、体験活動をする。

非日常の思い出（イベント、旅行等）

生きる力と自分が愛されていることを伝えたい。

生きていくための優しさや、強さを教えてあげたい。

動物とかお年寄りとか自分より弱い者をいたわる気持ちを育ててやりたい。

知りたい、学びたいと興味をもった事はチャレンジさせてあげたい。

絶対に子どもを守ります。

生まれた意味、人との関わり、思いやり、痛みなど分かち合いたい。
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回答数 構成比

ある 17 11.2%

ない 128 84.2%

無回答 7 4.6%

合計 152 100.0%

複数回答

回答数 構成比

家庭児童相談員・母子自立支援員 2 10.0%

子どもサポートセンター 0 0.0%

エンゼルキッズこども家庭支援センター 0 0.0%

教育相談員 0 0.0%

地域子育て支援センター 4 20.0%

こども発達支援センター 12 60.0%

地区の民生委員・児童委員（主任児童委員） 0 0.0%

社会福祉協議会心配事相談所 0 0.0%

子ども電話相談ユーアンドアイ 1 5.0%

その他 1 5.0%

合計 20 100.0%

【考察】幼児期であり、こども発達支援センターが高率であるが、発達遅延など障がいの相談が多いと考えられる。

１４　安心して子育てができるためにはどのような支援が必要ですか。

金銭的な支援も必要です。それと昔のような地域密着型が良いと私は思います。

教育費、のびのびできる学童保育

妻が仕事しなくて、子どもと一緒にいる時間があること

困った時、相談にのってくれる人

困ったときにすぐに相談できる人がいること。すぐ身近に頼れる人がいること。地域のいろいろな方と顔見知りでいられること。

経済的な支援

仕事をしているので、放課後の子ども達を守る環境を整え、安心して過ごせるように。

今の世の中では何が安心で何が信用できることなのか、よくわかりません。

お互いに親同士、大人同士が話し合いしやすい社会。治安が落ち着くこと。子どもを暖かく見守るまなざしのある社会。支援よりもモラルが変わらないとと思います。

お金（児童手当）なども大事ですが、具体的な支援が必要。学校から学童は働いている親の子しかいけない。放課後学校を開放するとか。

気軽に相談できる機関

金銭面での支援とかは助かると思います。ですが、それよりも、交通での安全を支援してくださると助かります。

子どもが安全に通学や公園等で遊んだりできるように、防犯対策をしっかりしてほしい。

仕事を休めないときは子どもが少し具合が悪くても預けられる事。学童クラブが家と逆方向で遠い。学童クラブが小学校３年生までなので、それ以上にしてほしい。

２４時間体制の医療、保育（親の就労体型も多様化している）

たとえば通学路の危ないところに信号をつけるなど調べてやってほしい。休みの日にも遊べる児童館みたいなものを作ってほしい。

たくさんの大人（父母以外）からの関心、愛情、触れ合いをつくる機会

環境や公園の整備（大曲方面は新しく遊具も充実しているが、北広島団地周辺は公園にいっても遊べないし、楽しめない）

学童保育の時間延長。登下校時の送迎

仕事などで子どもを安心して預けられたりする所が必要

産休明け学童保育、乳児保育、発達障害児支援

１３－２　相談したことがあると答えた方にお聞きします。

１３-１　実際に相談したことはありますか。

ファミリーサポートセンターの実施、病後時保育、日曜祝日も利用できるこどもの一時預かりなど、北広島は他自治体に比べて子育て支援が遅れていると思います。す
ぐに取り組めることから、早急に実施してほしい。また「放課後こどもプラン」の実施について市の方針や今後の予定等市民に公表してほしい。

どのような支援があるのか、だれにでもはっきりわかるシステムが必要

学校までの行き帰り等。変質者から守る協力

育児中の親へのサポート体制。相談場所、子どもを連れて歩きやすい街、環境、医療、負担（所得制限なしで）

医療費の受給をもっと引き上げてほしい。（小学校卒業まで）

安心して遊べる場所

よく話しを聞いてくれ、医療夜間診療、預かり保育

よくわからないけど、託児所つきの職場を作ってほしい。

やはり安全な環境や経済的な面

もっと地域（町内会など）で交流が出来るようにする。

もう少し保育料を安くするか、児童手当の引き上げ

11.2%

84.2%

4.6%
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【考察】職員からは保護者への精神的支援や支援する場が多数あげられていた。保護者からは経済的な支援、子どもの施設の充実や

24時間体制の医療など目に見えるハード面での支援が望まれている。現実問題として働く保護者も多く、子どもを養育するためには

経済面と安全面の支援が必要である。

１５　現在、子育ての不安・負担などお持ちでしたら書いてください。

地域でのあたたかい目

地域、社会等で子どもを守り、親も気軽に相談や預けたりできる施設があればうれしい。

変質者をなくしてほしい。

乳児保育の徹底、産休産後の支援、子どもの医療費、親の指導（食生活、生活リズム）

働きながら安心して子どもを預けられる保育所等の充実

通学路の安全確保（雪よけ等）、治安の改善

病気等で家事が出来ないときなどに、助けてもらえる人がいる

難しいです。特にこれと思いつきませんが、外に出すにも心配はつきものです。一人一人がしっかりしてくれればと思います。

当日すぐに利用できる一時保育（遠いので近くに）

中学校を卒業するまでの子どもの医療費を１割負担にしてほしい。

母子家庭で１人と２人の子どもがいる家庭でもらえるお金が２人目から５０００円っておかしくないですか？１人の子どもの家庭が有利ですよね。

母が孤立しない環境

保育園や学童保育の拡大

保育の充実、学童も６年生までで最低１８：００まで保育してくれないと働けない。

保育園では先生の充分な数。不審者を見回る。金銭面。

地域ぐるみの子育て

親等家族が急なことで子どもをみれなくなった時に預けることができる。少しの悩みを気軽に話し合える。

親（特に母親）が風邪などで体調が悪くなったときに預けられる施設が必要

障害児デイサービスやことばの教室等の拡大。保育所等の入所条件の緩和（祖父母が同居だと入所できない。）

昔の大家族のように色んな世代とともに意見の交換や助言などあったら良いと思う。核家族は煮詰まると思います。

親が悩んでいるときにゆっくり話を聞いてくれてアドバイスがもらえること

情報交換や交流の場を作ってほしい。医療費負担をもっと軽くしてほしい。

託児所を増やす。（安心のできる職員）

親同士がゆったりと子育てについて話せ、気軽に意見交換できる場所。

子育ての相談できる場所や機会を増やしてほしい。仕事をしていても、行ける曜日、時間帯にしてほしい。

子ども達の遊ぶ場所

小学校のせめて低学年までは集団登下校にしてほしい

子どもの前に不審者が現れることのない安全な地域になるような支援

子供会などたくさんの人が参加でき、顔見知りがたくさんできる町作り（地域のお年寄りや子ども達が集まって遊べるところ）

児童手当の支給や保育園などの充実

自分から出向いて参加出来る人は交通の面でも難しい人がいると思う。身近な公園での支援、同じ悩みを持つ親が第３者の手を借りて、つながりのきっかけ作りになっ
たらいいと思う。

支援というよりも、街の治安などをよくするなど、子どもが外へ出ても安心して親が出せるような街づくりをしてほしい。

少子化の中で子育て支援ということで経済的な面での援助を考えてほしい（医療費等）

子どもを預けられるところがあること。学童のように継続するところではあく、非継続的な好きなときのみ利用できる学童保育のようなところ。学校害での上下級生が入り
交じったクラブの様なところがあるとれしい。

子どもの安全を確保すること。子どもが巻き込まれる事件が多いため。

これからの教育費や医療費

あると言えばあるし、ないと言えばない。でも今の時代犯罪、事故等が心配です。

いじめの問題、教育者の人格、経済的な面

いまは保育園で園児ひとりひとりをきめ細かく指導などしていただいているので、小学校に行ってから、ひとりで何でもできるかなど不安です。

ありません。

４／１生まれで、小学校についていけるか心配。

これから小学校へなるなか、いじめなどがあった場合、学校側はもちろんの事、他の部分でも気軽に相談できる場があってほしい。

いじめ問題（小学校に今年の春からあがるので）

用事があるときに気軽に預ける場所がほしい。小学校の登下校の巡回等（不審者対策）

母親が病気で子どもの世話をしえあげられないときに、自宅に来て食事と入浴をさせてくれるかたがいたら助かる。特に病児経験者。

北広島市は特に公園の整備が悪すぎます。若い人が住みつくにはどこかにみんなで集まれる公園をきちんと整備してほしい。高齢化の原因にもなっている。良い公園
の周りには沢山の人が住みつくものです。

夜間でも通院できる小児科。病後児童を預かってくれる保育園や学童保育

夜間でも保育してくれる場所や、少しの看護もしてくれるような場所
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【考察】問14と同じ内容。小学校入学前の保護者であり、いじめなど教育面での不安があげられている。

回答数 構成比

ある 86 56.6%

ない 47 30.9%

無回答 19 12.5%

合計 152 100.0%

１６－２　あると答えた方にお聞きします。それはどんなことですか。

（言ったこと）

教育費がかかりすぎる。

共働きのため子どもとの時間が少なく、行事など親を出せないときや、体調が悪くて欠席させるときも仕事の調整が難しく、子ども優先としたいが結局は仕事優先に
なっていること多いため心配で不安です。

共働きなため、一人で過ごす時間があり、不安な思いをしているのではないか。

学校での教育では不十分ではないかと不安。塾へ通わせるのは金銭面でも不安。

教育従事者に子どもの能力の優劣に対して固定観念に縛られている方が多く感じられる。

共働きなので色々と困ることはあります。

休日、日曜などに子どもを預けられるようなところがあれば

児童手当が安すぎる

子どもを一人にさせる時間が今はないが、今後あるような事があると思うので不安です。学校にあがり、友達と公園などで遊ぶときなど、恐いです。

子どもっぽい大人が増えていると思うので、子育て感の差が不安

産まれたばかりの子に手がかかる分、他の上の子に色々な面において負担がかかっているのではないか？

月に数回仕事をしているが、９ヶ月の子どもを預かってくれている私の母が都合の悪いとき、４時間ほど預かってくれる北広島の施設を知らない。

経済的に不安

子育て世代のお母さんが物事に対して深く考えず、コミュニケーションをあまりとろうとしないことに強く不安を感じます。子どもは親の鏡。この子達が大人になったらど
んな社会になるのか不安です。負担はお金が何にでもかかることです。良い経験をさせようとすればお金がかかる。また、日本の社会全体が公的教育にお金をかけな
いようにしていることは大きな不安です。教育改革といいながらお金を出し渋っている。お金持ちだけが教育を受けられる。せめてどの子も格差に関係なく自立できるた
めの知恵と知識と心の豊さを身につけられるようにと思います

反抗期、園授業料

大きくなればなるほどお金がかかります。義務教育までは国でサポートしてほしい。子どもをたくさん産むことが困難なのは、その負担が多くなるので少ない方がいいと
思ってしまうのでは。

障害児なので、将来どうなるのか。自立できるか等が不安

小学校入学後、学童保育から自宅までの帰り道が大変心配です。１７時で終了だと、迎えにいく事は不可能で、最近変質者情報も多く近所に学童に通う子どもがいな
ければ、ひとりになってしまいます。せめて、親が迎えに行けるように１８時まで時間を延長してほしい。

第２子出産時、上の子をどこに預けるか。

上の子が発達障害で学童に入れないことで、タイムケアやガイドヘルパーを利用した時の利用料、障害者ではないのにと思ってしまう。

少子化と言われているのに、それに関する支給が下がるのはおかしいと思う。

就学に対しては初めてなので不安

子どもの発達状況（精神的、知能的）

仕事をして母子家庭ですので、小学校が少なくなり、通学が遠くなったりすると送ったり、迎えにいったりしなくてはならないといけないこと。

高齢者の行事が多く、若い人には（育児中の人）魅力のない街になっていてとても不安です。

母子のため相談相手や生活費のことで不安です。

風邪などで病院にかかったとき、意外と出費です。兄弟２人で１回1,000円くらいかかって少し高くないですか？

幼稚園の保育料について収入により後でもどってくるが、月々の支払いが負担のため、どうにかしてほしい。

母子家庭なので、子どもの心の成長に合わせてどうしたら良いのか不安です。

変質者等、小学生になり一人で出歩くようになると不安です。

不安なのは当たり前なんで、相談して解決していきたいと思います。

小３で終了してしまう学童保育を延長してほしい。

そんな悪いことをする子は嫌いだ。（あとで誤ってだっこしました。）

おもちゃを全然片付けないとき、捨てると言った。

いつもそんなに悪いことしてるんだったら、ママ出ていくからね。

「うそつくんじゃない」と言うと悲しい顔になっていました。

北広島に小児科が少ない。急病センターに小児科医がいないという不安があります。

そんな子ならうちにいらない。

しつけにおいて叱ること

いらいらしていて、むこうに行ってなさいと叱った

あまり食事をとりすぎない様に言う。（病気のせいなのでしょうがないが）

１６　子どもに嫌な思いやつらい思いをするようなことを言ったり行ったりしたことがありますか。

56.6%

30.9%

12.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%
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（行ったこと）

バカ、ボケ

どっかいけ、うっとおしい

できなかったことをしかる。否定する。

どうしてみんなみたいにできないの

子どもが言うことを聞いてくれず、いらいらした時に子どもに対して「大嫌いだ」と言ってしまった。

兄弟げんかでしかる

危ないことを弟にしたときに「出て行きなさい」「どっかにいっておいで」

感情定期にしかるのではなく怒ったことがあります。言葉自体は覚えていませんがもし自分が親に同じ事をされていたら傷ついただろうと後で反省しました。

家から出て行きなさい

何でも自分の思い通りにはならないのが当たり前だと思いなさい。

ママの言うことを聞けないなら、どっか行きな。よその家の子になりなさい。

ばかじゃないの、あっちいって

ばか、嫌い

何回言っても言うことを聞かないので「山に置いてくるよ」

もう知らない。好きなところにどこでも行っちゃえ。

子どもを責める言い方等

仕事疲れでイライラしてうるさいと怒鳴ったこと

厳しくしかりつけた

泣くな。うるさい。

人格を否定してしまうような言葉

親戚と同じ年なため、周りが成長のことで口をだしてくることが多く、私自身焦ってしまった事があり、「なんで出来ないの」と言ってしまった。

感情的に傷つくことを言ってしまった。

確かめないでいたずらを見つけて間違って怒ったこと。

友達と比較してしまう。

朝忙しいのでついつい「早くして」の連発。「しつこい」とか「バカじゃないの」とかたまにポロっと言ってしまう。

知らない。嫌い。

他の子どもと比較するような言動など。（なんでこんなことできないの）

言うことをきかないので正座させた。

朝起きたらお母さんは死んじゃっているかも。

他の子と比べて、覚えが悪いなど

早く早くとせかす。

色々と

叱っていて、きつい言葉を言ったような気がする。

自分の機嫌の悪いときに子どもに厳しく言い過ぎること。

子どもを否定する言葉

ひらがなを教えることで、つらい思いをさせたかなと思います。

家から出した。

ばか、出て行きなさい。

本当にトロイ

必要以上に怒ってしまったことがある。

怒ると強い口調、言い方が悪くなってしまう。

怒ったときにちょっと強く言いすぎました。

毎日何回も同じ事を言っているのにやらないんだったらお母さんいらないね。

旅行したことを内緒にしてウソをつかせてしまった事

危険なとき、危険な行動をとろうとした時に暗いところに入れた。

外に出す。自分が外に出る

ビンタをした。

忙しいから向こうに行ってて。

日常会話でなにげに言った言葉

怒っている時なので、いろいろ言っていると思う。

友達は出来ることがどうして出来ないの？バカだから忘れちゃうの？

嫌いなもの、ことに対して逃げないように待つ

兄弟で片づけを頼んでいるのになかなか進まなくて、けんかまでしてしまい、カッとなってしまい「お母さんもう出て行く」と二人を置いて外に出てしまった。大泣きしてし
まいました。

間違えたら、怒ったりして泣かせてしまいました。後で謝りました。

嫌がるのをむりやり乳歯（グラグラでしたが）を抜いてしまった
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【考察】職員では急がせる感情的な言葉などがある。保護者は否定的な言葉、怒鳴る、他者との比較、体罰、夫婦喧嘩など

回答数 構成比

思う 134 88.2%

思わない 7 4.6%

わからない 8 5.3%

無回答 3 2.0%

合計 152 100.0%

【考察】内容によるが、児童虐待の認識は薄い。

回答数 構成比

ある 24 15.8%

ない 108 71.1%

無回答 20 13.2%

合計 152 100.0%

複数回答

回答数 構成比

相談窓口 4 15.4%

通報 1 3.8%

何もしなかった 11 42.3%

その他 10 38.5%

合計 26 100.0%

【考察】職員の対応で何もしなかったがゼロなのに対して、保護者は半数近い。職員は複数の子どもに関わっていること、対応しやすい

立場にある。保護者は、自分の子ども周囲しかみていない。また、対応として関わりにくいことが考えられる。大人と子どもの背景にある

ものやいじめ、差別をキャッチした時の大人の感性が今、つきつけられていると考えられる。

１７　まわりで子どもがいじめや虐待を受けているのを見たり聞いたりしたことがあり
ますか。

頭を叩く

怒って、親が子どもを置いて出ていったりした。

人前で叱ること。ダメなことを友人の前で言うこと

尻をたたいた。

親の都合でせかす。

忙しいとき、かまってあげないこと。

１７－２　あると答えた方にお聞きします。それを見たときどう行動しまし
たか。

注意するより、先に手が出てしまった。

夫婦ケンカ

仕事にかこつけて、かまってあげられないとき。

話を聞いてあげられなかったりしたことがある。

離婚

１６－３　そのことは児童虐待だと思いますか。

夜も仕事をするようになり、寂しい思いをさせていること。

自分でやりたいといっても社会的道徳的に外れている事は受け入れない。

私自身の気分によっていつも以上に怒ってしまうこと。

言うことを聞かなかったとき、トイレに閉じこめたことがある。

時には手をあげたりもありました。

子どもが「寝ないで」というのに、無理矢理親が昼寝をしたこと

仕事で遅くなる日が続いてしまったこと。幼稚園の行事に参加できなかったこと。

母子家庭なので、仕事の都合で約束を守れなかったり、イライラしたりした。

突き放す

怒りすぎて叩いてしまうこと。

有無も言わさず、駄目なものは駄目である。
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複数回答

回答数 構成比

人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと 22 5.2%

障がいのある子どもが差別されないこと 37 8.7%

子どもが知りたいと思うことが、かくされないこと 7 1.6%

暴力や言葉で傷つけられないこと 102 23.9%

家族が仲よくし、一緒に過ごす時間をもつこと 72 16.9%

自分の考えをいつでも自由に言えること 39 9.1%

人と違う自分らしさが認められること 45 10.5%

自分の秘密が守られること 9 2.1%

自分のことは自分で決められること 29 6.8%

疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと 38 8.9%

子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること 6 1.4%

必要な情報を知ることができ、様々な活動に参加する手助けを受けることができること 21 4.9%

合計 427 100.0%

【考察】職員では2番目に障害のある子どもが差別されないことが挙がっており、市政モニターも同様である。保護者では６番目であった。

１９　オンブズパーソン制度について、どのように考えていますか。

１２項目の各団体の需要性、信頼性に疑問が残るのに、さらなる制度、団体が必要なのか疑問に思います。

いじめで悩んでいる子のために、もっと相談しやすい方法を考えてあげ、実際に先生達に相談しにいってあげてほしい。本人が訴えても意外と軽くとらえてしまうので
は。

この制度はなんのための制度なのか。なぜ必要なのか。

１８　子どもの権利の中で特に大切だと思うものを、三つまで選び○を
つけて下さい。

そのような制度があるのならば、きちんと機能しないと意味がない。

そういう制度があるなら、子ども達にも知って理解してもらい利用できる環境が必要だと思います。

いじめられたりしたら、いじめた人に対して、またいじめを見て何もしなかった人に対してどう訴えていけるか、そのいじめがもっとひどくならないようにしたりしてほしい。

あまり知られていないと思いますので、もっとわかりやすい説明をしてほしいと思います。

その制度があることすら知らないので、もっと広めてほしい。

緊急的な場合の迅速な対応についてはどうなっているのかわからない。聞き慣れない。

虐待やいじめを受けている子ども達は、多くがその事を口に出して誰かに相談したり、自発的に行動できないでいると思います。ですので寄せられてくる苦情、相談を
受けているだけではなく、もっとこの制度のほうから教育機関その他に働きかける姿勢が必要だと思います。

よくわからない。特別必要な制度には感じない。

よくわからない

はじめて聞いたのでわかりません。

とても良いと思います。

その制度がどのように行われているのかわからないので、わかりません。

虐待を受けている子どものためには必要だと思います。しかし、家庭内で養育している子どもに対して中立、公正な立場の方が問題を解決するのはとても難しいと思い
ます。

よくわかりません。

今の時代必要だと思う。現代っこは親にも相談できない人がいるため。

なんでもカタカナ言葉にしないで、わかりやすく日本語で表現してほしい。制度だけが一人歩きしないように。

とくになし。

よくわからない。

よい環境と大人の協力があって、健やかな子どもの成長につながると思うので、制度が広がることに期待します。

現代においてオンブズパーソン制度は必要と感得ます。家庭が、地域が色々な角度から子どもを見守る目が必要です。そして、中立、公正な立場も必要と考えます。

具体的にその制度にして何か取り組みをしているのか、またはどのように取り組もうとしているのかわからないので。

今の時代には必要なことだと思う。

具体的にどのような制度かわかりずらい。身近に感じられない。

子育てに関する行政に対してのオンブズマン制度でしょうか？そういうことであれば、実施は良いことだと思います。ただ北広島では市政全体に関するオンブズマン制
度もないので、市民にとってはなじみが薄いのでせっかく制度を作っても形骸化するのではないかと思います。また、委員の人選もかなり難しいのではないでしょうか。

子どもの話を聞き、子どものために力になってあげてほしいです。

子どもの権利、利益というもの自体が具体的な形としてよくわからないので、そこから考えたい。子どもの権利や利益を守られない大人の社会や大人になりきれていな
い大人に問題があると思う。

子どもが安心できる自分の存在を知り、自分を大切に思える環境作りを目指し各専門家で話し合ってほしい。

子どもを守るための制度とともに大人側の子どもを受け入れるための学習も必要だと思う。

子どもの利益って何？よくわかりません。

子どものための制度ですばらしいものだと思います。
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【考察】職員では子どもにとって必要との解答があるが、保護者ではよくわからない、知らないとの回答も多く、必要な制度だが、適切に

機能するか疑問との意見もある。現存の行政機関の窓口をすっきりとわかりやすくする、円滑に活用させる等、機能化させることも課題

である。これは、行政・保護者・教職員の課題でもある。

２０　子どもの権利についてどう思いますか。

本当にきちんと実施されなければ意味がない。

必要だと思います。子どもは親の所有物ではない一人の人間。周囲の監視の目があると思えば親も自覚して安易に虐待できないと思うし、地域の人も注意深く周りに
目を向けると思う。

当事者では片寄ったり、冷静に判断できない時もあるので、こういう制度は良いと思います。

専門性が高く、冷静中立公正な意見が聞けるかもしれないが、実際の生活、子育てに沿うような形にしてほしい。（大人から見たもの、学問的知識だけではなく）

制度については理解不足です。でも制度がうまく生かされ、子どもの権利や利益が守られる社会の仕組みができあがると良いと思います。市民もその活用の仕方がわ
かりやすいとよりいいと思います。

初めて聞いて言葉でよく理解できていないと思いますが、子どもが人として人並みに生活するためにある制度なら良いのではないかと思います。建前ではなくきちんと
機能してほしいと思います。

子育ての世代の母親はほとんど知らないと思います。実際いじめや問題行動等を見聞きしますが、きちんと解決されたり対応されていることはないようです。私の周囲
の親たちはあきらめ、市教委を信頼していませんし。

実際にきちんと制度が守られていれば虐待などの事件が減るのではと思う。

迅速に解決できるならば必要だと覆います。

制度的にはよいことでしょうが、中立、公正でかつ迅速な対応をとれる有能な方がたくさんいるとは思えません。まず専門的知識を学び、しっかり対応できる能力のある
人材の育成を希望します。

中立公正な立場というけど、なかなか難しいことだと思う。

必要なことだと思いますが、どこまで入っていけるか、その家庭によるところも大きいと思います。

特にない。そのような制度ができても生かせるのかわからない。

子どもが夢をもって生きていけるように外見やその他誤った偏見によって行動する場が失われることのないように大人が守っていき、また間違っていたら正しい方向へ
向けさせるよう努力していかなければいけないと思います。

子どもが自由で幸せに暮らせることは大切な事だと思います。そのための権利はとても大切で子どもがすばらしい大人になるためにも必要だと思います。

子どもが元気に明るく平和に過ごせることが一番だと思います。

子どもがその権利が使えるよう頑張ってほしい。

現在の教育の場でも、心の教育をもっと考えてほしい。

権利を守りながらその子どもが自分勝手な事をするという事は違うことを感じられるようにするために大人側の学習も大切だと思う。

権利と甘やかすが混在していると思う。あまりに子ども中心のような。でも本当の権利は守られていないような。

園や学校生活の中で子ども一人一人をよく見てほしい。子どもが「自分のことを分かってもらえている」と感じられるようにまた家庭でも同じ事だと思います。

権利と義務、しつけ、道徳観、社会性とその家庭、親によって基準が違い戸惑うところもある。権利をどのように伝えるかで、子どもの主張の仕方も変わってくる。まず大
人の正しい理解を。

何があっても親は味方だし、いじめる側が１００％悪い。自由に楽しく大切な時期を過ごせるように努力していきたいです。家では子ども中心に生活しています。

この用紙をもらって初めて知りました。広報など読んではいるが、わからなかったことが残念です。私の住んでいるところは、お年寄り、私の親世代の方が多く、近所の
方すら名前がわからないです。引っ越してくるまで団地に住んでいました。町内会も古い方がリーダーとなり．３ヶ月ごとに班長がかわり、どんな方が住んでいるのかわ
かりました。こちらは私も頑張って参加しているが、話しかけてくれることもなく取り残されている感じがして、それ以降参加する気がしません。こんな状態だと子どもを外
で遊ばせることに不安を感じます。

こういう権利を決めなくてはいけない世の中なんだとため息をついてしまいます。当たり前の事が出来ない人が多い世の中、こういう権利を決めてもやっぱり親が子を守
らなくてはいけないんだと思いました。

もちろん権利については大事だと思うが、あまり気にしすぎると子育てどころか、親自身がじぶんらしくいれなくなる。しつけの範囲でしっかり伝えるべきことは、伝えてい
きたいので、あまり周りの目をきにしすぎなくていけないようなことは困ると思う。

とくになし。

このような権利などと書面にして、条例にまでしなくてはいけないことに、少し悲しさを感じます。それ以前に当然の人としての権利であるはずなのに。

子どもにとっても権利があることは大事な事と思いますが、権利なのかわがままなのか、子どもとは例え１８歳未満といっても今は小学生でも殺人者になってしまう事件も
起きているし、子どもと呼ぶ年齢をもっと下げるべきではないでしょうか。よくわかりません。

子どもの意見を大人が真剣に聞くことが大事だと思う。

子どもには生きることを学ぶ事が人としての権利としてあると思います。

「子どもの権利」を作ることは良いと思うが、子ども自身が身勝手な解釈をされるとどうかなとも思う。

子どもという子どもはいない。子どもという人間がいる。人間として世の中の大人が扱ってほしい。親の所有物ではない。

子どもが笑って生活できる状態にしてあげたいです。ただ、自由といってもルールは守ってほしいです。

子どもが子どもらしく生活できる、生きていける、また自分のしたいこと、意見が言える場があることが大事なのではと思います。

子どもが安心して大きくなるために必要だと思います。

今の子どもは甘やかしすぎ、子どもは基本的に第１に親の教育で道徳や知識を学ぶべき、次に学校の教育。子どもに権利だの自由などの討論をする必要はない。

権利条例を制定しても現場で子どものいる場所で指導してくれる人がいないと結局何も変わらないのでは？と思います。

安心して生活し、学べる場の確保がされること。

わからない。

とても大切な事だと思います。これが本当に守られるよう私たちが考えなくてはいけないと思います。

４つの権利を家庭でも私でも出来るところはしてあげたいと思います。

子どもに権利があるとしたら、その時代に合った生き方を身につけられる環境を与えられる事だと思う。
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【考察】多様な意見があったが、子どもの権利条例に肯定的な意見が多く、期待が大きい。今後、条例制定までに市民へ内容の周知を

図るため、努力する必要がある。

子どもの権利について大人がまだ理解していないと思います。子どもはまだ人格のある１人の人間として扱われてないと思う。子どもはいつまでも子どもではなく将来は
社会を担う大人になるのだから、人としての権利を守り、親が指導していくことが必要だと思います。社会の暖かい目も必要。「子どもの権利」を市民に広め、よく話し
合ってすばらしい条例を作ってください。団地地区小学校適正配置審議会では「統合について児童にアンケートを取ることは酷だ。」という意見がありましたが、意見も
言えずに学校が統合するほうが酷だと思う。

子どもの権利という表現はどうもそぐわない様な気がする。権利と義務は常に表裏一体だと思う。そう考えると子どもの義務とは何なのでしょうか。子どもに権利がないと
言っているのではありません。子どもはあらゆる危険から守られないといけないと思います。その環境を大人が作っていかなければならないと思います。

子供の権利はとても良いことだと思います。これを基にどのように町として動き実行するのか期待しています。

子どもを家庭だけでなく、地域全体で守っていく事は大切だと思いますが、子どもの権利条例ができた後、何がどう良くなるかがわからない。今現在どういう状況にあっ
て子どもの権利は何のために必要なのか親がどうしていけばいいのかを知りたい。

自分の考えを自由に言える環境、人と違う考えを持ったからといって差別されない事、外見の違いで人から差別されない。事、大人の考えや判断で子どもの権利を奪
わない様にすることが大切だと思います。

子どもは自分の権利がどうということは意識していません。大人がしっかり見守ることが大事だと思っています。

子どもの権利は大切だと思う。ですが、その権利を盾に悪さをする子ども達も少なくないと思います。ですが、そういう子を育てたのは大人です。子どもの権利どうこうの
前に大人がルールをしっかり守っていかないとダメですよね。悪いお手本が沢山いると思います。

子どもの権利について大切なことは子ども自身がきちんとその意味を理解することだと思います。そのうえで自分自身の権利が守られていないと感じと時、相談できる
大人の存在、自分から相談をすることができるよう勇気が必要だと思います。

子どもの権利とは、子どもが子どもらしくいきていける守っていかなければならないものだと思うので、虐待、いじめがこの世の中から全くなくなるよう大人達が日々子ど
も達に接していなければならないと思う。

子どもの権利という言葉にあてはまるかわからないが、小学生や幼児のうち子どもの権利というより、家族の権利になると思う。実際一人の人間ではあるがまだまだ親の
判断が必要だから。

子どもも一人の人間なので権利はあって良いと思います。ただ間違った使い方だけはしてほしくない。子どもはやっぱり子どもなので、大人が導いてあげなければいけ
ない時もあると思います。

子どもは小さく幼いからという理由でつい大人の思うように押さえがちですが、本来は一人の人間として大切に「さずかりもの」として「あずかりもの」として育てていかなく
てはと日々反省しています。児童の権利ノートなどを読んでもとても考えさせられました。

子どもの生きるための権利はもちろんあると思う。小学校、中学校と親から離れ、子どもだけの社会でのびのび個性や能力を認めて伸ばす。大人はそういう成長を見
守って、くじけた時や苦しいときは安心して休める家庭であり、社会を作っていくべきだと思う。

子どもの権利はすべて当たり前の事ばかり、それが条約としてできているということを我々大人がしっかり自覚を持たなければいけないと思います。

子どもは精神的、身体的に安全に安心でして成長できる環境整備は重要。また親からも知らない大人からも生命を脅かされることなく、暮らしていける地域社会であっ
てほしいと思います。

昔と違って、危険なことが増えている（犯罪、不審者なと）。そこから守ってあげながら子どもの自由も確保してあげたい。しかし、守りすぎてゆるみっぱなしにはしたくな
い。ゆとり教育以降の子は、人に頼ることが多いと思うから自立心も育まなければと思います。色々な権利を持っていると子どもの達にどうやって自覚してもらうかも深く
考えなければならないと思う。

条約の内容を読むと当たり前のことなのに、こうやって「子どもの権利条約」として定めなければ子どもを守れない世の中なのかなと思った。「子どもの権利条約」もいい
けど、もっと大人が変わらなきゃいけないのではと思う。

将来ある子ども達が健やかに成長するためには、必要な権利だと思う。親である私たちがきちんと守っていきたい。

勉強不足でこのアンケートがどのように生かされていくのかわかりません。家庭等で虐待を受けている子がいて、それを守るためならわかりますが、親はもちろん子ども
達にもきちんと説明理解がないと明らかに理不尽なも事も通ると子どもが勘違いしてしまうのが心配です。

悲しい事件につながるような子どもの最低限の生活も保障されていないケースなど、権利条例の普及により解決につながっていくことを願います。

当然守られるべき事であると思いますが、「虐待」と「躾」の言葉のとらえ方が最近は間違っていると思います。子どもも学ばなければいけない「躾」の部分は怒られなが
ら、失敗しながら学んでいくのでしっかり学んでこなかった方が大人になり「虐待」を「躾」とはき違えているため、最近騒がれているのではないかと思います。

大切だが主張の仕方が違うときもあり伝えるのが難しい。自分は愛されている事を感じられると人を大切にできると思います。私たちが幼い頃あったいじめのようないた
ずらのような事ではすまされない現実の生活に悲しさを感じる。動物や老人の死などの経験を大切にしてきた時代と今のゲームの時代の子ども達とでは権利の意味す
ら違うのではないでしょうか？

子どもも大人と同じように人格をもっているので、親の意見を押しつけたりしないように気を付けないといけないと思います。

子どもを守るのは親であって、理解してやるのも親自身だと思います。国や市はその子育てをしてる親たちに援助、支援していくことが大切ではないかと思います。そ
の４つの権利をバランスよく守られていくことを望んでいます。

良いことだと思いますが、大人の助言などがあったり、子どもの権利だけの主張ではだめだと思います。

本来はこの条約が作られていなくても子どもが守られて当たり前のはずなのに悲しい事だと思いますが、いじめで死者まで出る世の中の今、一つ一つの権利を見直す
良い機会だと思います。小学校、学級それぞれで親子が集まり、話し合いをする会などを増やすのもいいのではないかと思います。

難しくてよくわからないが、子どもの権利条例を主張できる機会や環境があまりないのではと思う。子どもが不安なく生活できるように大人達がもっと支援してあげられれ
ば良いのではないか．

大切な事だと思います、子どもは守られなければならない。しかし、赤ちゃんや小さい子どもはそんな権利があっても自分でどうすることもできない。もっとまわりにいる
大人をどうにかするべきではないでしょうか？子どもも大人も安心して過ごせる場所にしていけると良いですね。

大人が子どもを守る義務をしっかりはたしていれば子どもの達の権利は必要ないと思います。

色々な方向から実際に子どもが大事にされているか考え直したり、方向転換したり、常に大人が前向きであるべき

上記のような権利を尊重するのは、今の社会では難しいことだと思います。（家族との時間、安全な社会、学歴社会など）昔のように子どもがもっとのびのびと過ごし、子
どもらしい気持ちと考えを持つような世の中になると良いと思います。それにはやはり、大人が（社会が）もっとしっかりするべきだと思います。

社会的に弱い立場である子どもについては、社会が大人が子ども達を健康で心豊かな人間となるために支援し守っていく必要があると考えます。そのひとつが子ども
の権利ではないでしょうか。形ばかりの権利とならないことが大切だと思います。

良い条例にしてもらいたいです。

本来親が理解し尊重するものだと考えるが、そうできない場合、家庭の外の人が守るべきだと思う。

普段当たり前のように感じる子どもの権利ですが、ニュース等で悲しいニュースを聞くと、あまりにもそれが守られていない、また大切だということを思い知らされます。

前にうちの子が大人に木に投げつけられて、その大人を傷害で訴えようと警察に相談したけど、警察側に他の親に自分の子もブラックリストにのると学校や大人になっ
てからも大変な思いをすると脅されたため、子どもの意見も聞けず、親たちだけの意見で泣き寝入りせざるを得なかったので、子どもの権利も大切だと思う。

大人が学ぶ機会があるといいと思います。
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調査対象　　保育園４か所・幼稚園３か所

　　　　　　　配布２２３件　回収１５６件　（回収率７０．０％）

女の子 男の子 構成比

５歳 12 12 15.4%

６歳 76 56 84.6%

合計 88 68 100.0%

複数回答

回答数 構成比

両親 104 31.0%

兄弟 64 19.0%

祖父母 41 12.2%

保育士・先生 9 2.7%

友達 99 29.5%

その他 19 5.7%

合計 336 100.0%

【考察】家庭が多数を占める。

回答数

遊んでいるとき 103

体を動かして遊ぶこと・スポーツ 32

ゲーム 21

ブロック遊び 5

【考察】友達と遊んでいる割合が高く出ている。

回答数

雪遊び 26

ゲーム 18

お絵かき 16

ブロック 14

おにごっこ 11

なわとび 10

外遊び 10

おうちごっこ 9

トランプ 8

ドッジボール 7

とび箱 6

野球 4

回答数 構成比

ある 24 15.4%

ない 120 76.9%

無回答 12 7.7%

合計 156 100.0%

複数回答

回答数 構成比

両親 86 61.9%

兄弟 10 7.2%

祖父母 4 2.9%

保育士・先生 26 18.7%

友達 11 7.9%

その他 2 1.4%

合計 139 100.0%

【考察】子どもの多数が保護者を相談相手としてあげているが、保護者のサポートも必要ではないか。言わないとした子どももいる。

５　悩み事がある時は誰に相談しますか。

156

１　あなたの好きな人は誰ですか。

３　好きな遊びは何ですか。（自由記述～回答が上位のもののみ）

４　毎日の中で悩み事はありますか。

２　何をしているときが楽しいですか。（自由記述～回答が上位のもののみ）

合計

24

132

15.4%

76.9%

7.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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６　大きくなったら何になりたいですか。（自由記述～回答が上位のもののみ）

回答数

ケーキ屋さん 21

野球選手 13

お花屋さん 11

アイドル 10

看護婦さん 10

サッカー選手 8

幼稚園の先生 7

警察官 4

お嫁さん 4

動物園の飼育員 4

お医者さん 3

ピアノの先生 3

【考察】156名中152名のなりたい回答がある。

回答数 構成比

楽しみ 134 85.9%

少し楽しみ 16 10.3%

楽しみとは思わない 3 1.9%

無回答 3 1.9%

合計 156 100.0%

【考察】ほとんどの子どもが楽しみにしていると回答。

７　小学校に行くのは楽しみですか。

85.9%

10.3%

1.9%

1.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%
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調査対象　　保育園４か所・幼稚園３か所

　　　　　　　配布８７件　回収８０件　（回収率９２．０％）

女性 男性 構成比

２０代 34 1 43.8%

３０代 18 0 22.5%

４０代 11 0 13.8%

５０代 9 2 13.8%

６０代 3 2 6.3%

合計 75 5 100.0%

１　あなたは北広島市で「子ども権利条例」を作ろうとしていることを知っていますか。

回答数 構成比

知っている 34 42.5%

知らない 43 53.8%

無回答 3 3.8%

合計 80 100.0%

【考察】子どもに関わっている職員の半数に条例策定が周知されていない。養育中の保護者への周知の低さが伺える。市政モニターでも、･

知らないが74.8%であり、市民への浸透方法（広報など）が課題である。

回答数 構成比

思う 50 62.5%

思わない 13 16.3%

わからない 13 16.3%

無回答 4 5.0%

合計 80 100.0%

【考察】対象が幼児であり、保護者や職員の目の届く行動範囲であることや関わり方にあると考えられる。市政モニターでは思わないが50.4･

％であり、北広島が子どもにとって安心して暮らせる場所であるのか他部会のアンケートとの比較も必要。

回答数 構成比

思っている 54 67.5%

思っていない 1 1.3%

わからない 22 27.5%

無回答 3 3.8%

合計 80 100.0%

【考察】職員より保護者が高比率で、子どもの自己肯定感が高いと考えている。保護者と密接に過ごしている年齢のためか？（子どもとの･

比較が必要だった。）市政モニターでは54.7%であり、大人から見て自己肯定感が低い子どもが多いと考えることができる。年齢や周囲の

人間との関わりや環境が左右していると考えられる。子どものアンケート結果との比較が必要だが、子どもの自己肯定感を高められる環境

を大人が用意する必要がある。

回答数 構成比

ある 61 76.3%

ない 0 0.0%

わからない 15 18.8%

無回答 4 5.0%

合計 80 100.0%

【考察】児童用アンケート問6「大きくなったら何になりたいですか。」156名中152名のなりたい回答がある。･

幼児期で考えると大人が考えている程、夢がない子どもはいないということになる。

５　あなたは、子どもの意見が大切にされていると思いますか。

回答数 構成比

されている 40 50.0%

されていない 14 17.5%

わからない 20 25.0%

無回答 6 7.5%

合計 80 100.0%

４ あなたは、子どもには将来の夢やなりたい職業があると思いますか。

２　あなたは、子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。

３  あなたは、子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。

11

11

5

80

合計

35

18

42.5%

53.8%

3.8%
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【考察】半数がされていると回答しているが、わからないも3割近い。子どもと関わっている時間が長いことから、このような回答となったと考え･

られる。市政モニターでは、されていない36.0% わからない35.3%であり、されていないが高率。･

回答数 構成比

ある 63 78.8%

ない 10 12.5%

無回答 7 8.8%

合計 80 100.0%

【考察】子どもの意見が大切にされているが半数を占めていたが、更に聞いたほうがいいという回答と取れる。職員が忙しいため、ひとり

ひとりにゆっくり接してあげたい気持ちとも考えられる。

回答数 構成比

思う 64 80.0%

思わない 5 6.3%

わからない 7 8.8%

無回答 4 5.0%

合計 80 100.0%

【考察】現代の子どもは忙しいというが、保護者も感じている。

８　子どもにとって安心できる場所はどこだと思いますか。（自由記述～回答が上位のもののみ）

回答数

家庭 64

保育園・幼稚園 14

【考察】家庭が多数を占める。職員の中には家庭であって欲しいと家庭に不安を感じている人もいる。両親がいる家庭の回答が13であり、

職員からみると信頼できる家庭、家族形成に不信がみられる。それらのサポートとして保育園、幼稚園があげられる地域性としてあるので

はないか。

９　子どもとの関係で特に大切だと思うことは何ですか。（自由記述～回答が上位のもののみ）

回答数

信頼関係 32

スキンシップ 8

愛情 8

コミュニケーション 7

親子の絆 4

【考察】職員が関わる中で大切なことと、保護者（親子関係）では違いがある。設問の違いはあるが、基本的な関わりとしては、信頼関係･

、スキンシップやコミュニケーションなど精神面を充実させることが大切と考えられている。

回答数 構成比

いる 67 83.8%

いない 5 6.3%

無回答 8 10.0%

合計 80 100.0%

複数回答

回答数 構成比

家族・親戚 60 59.4%

知人・友人 11 10.9%

子どもの先生 27 26.7%

その他 3 3.0%

合計 101 100.0%

【考察】子どもの回答から幼年期であり大人に依存する部分が大きく友達よりも両親、先生など大人に相談していると考えられる。

保護者は子どもの相談相手として職員を低くとらえている。職員が忙しいとの印象があるのか、保護者と職員の関係作りへの努力も必要。

７　子どもにもっと休息やゆっくりする時間が必要だと思いますか。

１０-１　子どもが悩み事を相談したり、話を聞いてもらう人がいると思いますか。

６　もっと子どもの意見を聞いたほうがいいと思うことはありますか。

１０－２　「いる」と答えた方にお聞きします。それは誰だと思いますか。

80.0%
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複数回答

回答数 構成比

上司に相談 47 38.5%

同僚に相談 55 45.1%

誰にも相談しない 3 2.5%

その他 17 13.9%

合計 122 100.0%

【考察】職場で子どものことを相談できる環境ができていると考えられる。誰にも相談しないが3.8%ある。

【考察】職員からは保護者への精神的支援や支援する場が多数あげられていた。保護者からは経済的な支援、子どもの施設の充実や

24時間体制の医療など目に見えるハード面での支援が望まれている。現実問題として働く保護者も多く、子どもを養育するためには

経済面と安全面の支援が必要である。

１３-１　子どもが嫌な思いやつらい思いをするようなことを言ったり、行ったことがありますか。

回答数 構成比

ある 28 35.0%

ない 39 48.8%

無回答 13 16.3%

合計 80 100.0%

１１　あなたが、子どものことで悩んだ時はどうしていますか。

話を聞いてあげ、母親の気持ちを受け入れる。共感する。

親が心をひらいて悩みなど相談できる場所

親も受け身ではなく、家庭、社会、地域が連携をもって進めていくもの

乳幼児の親が家庭を孤立せず、一緒に子育てを考えてあげられるような環境の整備（場、人）

保護者も子どももつらいことや悩んでいるときに話すことにできる所や、気分転換できる場所や支援があったらいいとおもう。

母親が気軽に相談したり、おしゃべりができる環境作り

１２　安心して子育てができる支援とはなんだと思いますか。

親が望む保育サービスの拡大（保育時間の拡大や一時保育など）をして親に必要な支援をする。ただし、親が保育園に預けっぱなし、放任にならないようにすべき。

親子関係を密にできる環境を整える。

肉体的精神的な避難場所が複数であること

悩みの大小にかかわらず話ができること

発達障害だけではなく、遅滞やボーダーの子が安心して過ごせるような支援

身近に相談できたり一緒に子育てしてくれる人がいること

悩みを相談するなど、友達を作れるような場所を作る

保育園、子育て支援などで相談を聞いたり、アドバイスすること。

母の成長、教育

母親の身近に気軽に相談できる人がいること。職場に子どもを預けるところがあったり、優遇してくれること。

迷ったとき判断に困ったときに専門的経験のある人にアドバイスをしてもらい、問題が解消される機関がすぐにわかる環境

本人同士が協力して子どものことを思い、環境を変えていけるような世間。

育児書ではなく、育児のアドバイスや悩みを共感し合える人や場

何かあった時（例えば子どもが病気の時など）すぐに休めるなどの対応を快くしてくれる職場環境

気軽におしゃべりのできる場所の提供

個々の悩みを相談し、受け入れてもらえる場所が身近にあること。

十分な予算

困ったときに相談できる場所があること。ストレス発散できる場所や相手がいること。

子どもの安全を守る事と、心身発達助長の援助が適切に行われること。

子育てに対する不安や疑問の解消、本当に親身になって預かる

信頼し合う環境や悩みを相談できる関係があること。

育児相談や親子での交流の場などの提供

環境整備、笑顔の保育

経済的支援、周囲から理解され助けられる環境の設置

社会構造改革、経済の安定

今は子どもより親の支援のほうがよいのでは

仕事をする親が安心して子どもをあずけることができたり、困ったときに相談できること。

子どもを持つ親への仕事量を減らし、子どもとゆとりをもって接することができるような社会作り

子育てをしやすい環境の提供

職員と親子との信頼関係

サークルや子育て支援など悩みをわかり合える人たちと一緒に話をする場を作ること

カウンセリング、親子で訪問できる場（実習、相談）。家庭訪問（様々な福祉関係者が乳児など外出の難しい家庭に出向き育児について援助）

安心できる場、または人

情報提供と地域をあげての活動。行事を行うということではなく、近所の大人がみんなで子ども達を見守っていくということ。

47
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3
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（言ったこと）

（行ったこと）

【考察】職員では急がせる感情的な言葉などがある。保護者は否定的な言葉、怒鳴る、他者との比較、体罰、夫婦喧嘩など

１４-１　あなたは、まわりで子どもがいじめや虐待を受けているのを見たり聞いたりしたことがありますか。

回答数 構成比

ある 25 31.3%

ない 51 63.8%

無回答 4 5.0%

合計 80 100.0%

複数回答

回答数 構成比

相談窓口 6 24.0%

通報 2 8.0%

何もしなかった 0 0.0%

その他 17 68.0%

合計 25 100.0%

【考察】職員の対応で何もしなかったがゼロなのに対して、保護者は半数近い。職員は複数の子どもに関わっていること、対応しやすい

立場にある。保護者は、自分の子ども周囲しかみていない。また、対応として関わりにくいことが考えられる。大人と子どもの背景にある

ものやいじめ、差別をキャッチした時の大人の感性が今、つきつけられていると考えられる。

回答数 構成比

ある 27 33.8%

ない 48 60.0%

無回答 5 6.3%

合計 80 100.0%

園で子どもが何かいけないことをしたときに言葉で注意した。

我が子に疲れから感情的な言葉

勘違いをして叱ってしまった。

１３－２　「ある」と答えた方にお聞きします。それはどんなことですか。

「もう○○組ではありません。小さいクラスに戻ってください。」と悪いことをしたときに脅迫する。

行動を急がせるような言葉

子どもだからと配慮に欠け、デリカシーのない言葉で子どもに気にさせてしまったことがあった。子どもは理解力もデリカシーもある。

子どもの出来ないところ、短所についてふれて話す。「わからないんだから」のようなこと

子ども同士のトラブルのとき

常識の中での注意など

正確な言葉は覚えていないが、その子の能力以上の事を求めてしまい、頑張ってと励ましてしまったこと

早く、急ぐようにしなさい。

相手の気持ちを考えて生きることの大切さ

怒ってしまたとき、子どもが納得できるまでの間はつらい思いをしていると思う。

矢継ぎ早に正論を伝え、有無を言わさず従わせたこと。

お話を聞けるようになるまで遊ばない。

こちらでは当たり前と思っているスキンシップ（顔やほっぺをなでる等）が子どものによっては不快感や緊張を与えることがあった。

家での様子を親に聞いたり、本児に嫌な理由を聞いたりどう対処すればいいか本児へアドバイス

言葉の意味がよく理解できず、ちぐはぐな応答をしたこと。

子どもにとって苦手な事をするとき、思った以上につらく嫌だなと思っている事もあるかもしれない。

子どものやることに手を出しすぎてしまった。子どもなりの考えとぺースで自分の力でやりたがっている子どもの気持ちを考えていなかった事に反省。今
後もっと子どもの力を信じてあげたい。

子供が悪いことをして注意すること

持ち物をもらってしまう。

少し強く手を引いたりした。

相方の話を充分聞き、その場で対応し解決する。

別室に隔離。他児に危害が及ぶため。

本人も含め話しあう

話し合い

１５　子どもが虐待を受けていると感じたことがありますか。

１４－２　「ある」と答えた方にお聞きします。それを見たときどう行動しま
したか。
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複数回答

回答数 構成比

相談窓口 15 46.9%

通報 8 25.0%

何もしなかった 0 0.0%

その他 9 28.1%

合計 32 100.0%

【考察】職員には虐待の認識があり、相談窓口以外にもなんらかの対策を取っている。その結果どうなったのかはアンケートからはわか

らないが、2006年度、相談窓口には３４件の相談があった。

複数回答

回答数 構成比

人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと 14 5.6%

障がいのある子どもが差別されないこと 40 16.0%

子どもが知りたいと思うことが、かくされないこと 4 1.6%

暴力や言葉で傷つけられないこと 53 21.2%

家族が仲よくし、一緒に過ごす時間をもつこと 39 15.6%

自分の考えをいつでも自由に言えること 9 3.6%

人と違う自分らしさが認められること 29 11.6%

自分の秘密が守られること 4 1.6%

自分のことは自分で決められること 22 8.8%

疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと 23 9.2%

子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること 4 1.6%

必要な情報を知ることができ、様々な活動に参加する手助けを受けることができること 9 3.6%

合計 250 100.0%

【考察】職員では2番目に障害のある子どもが差別されないことが挙がっており、市政モニターも同様である。保護者では６番目であった。

回答数 構成比

ある 6 7.5%

ない 67 83.8%

無回答 7 8.8%

合計 80 100.0%

【考察】職員の周知度が50％であり、今後の条例制定の周知活動が重要。

１８　オンブズパーソン制度について、どのように考えていますか。

１７　「子どもの権利条例」について子どもに教えたことがありますか。

１５－２　「ある」と答えた方にお聞きします。それを見たときどう行動しま
したか。

周知されていないように思います。

子どもの達のために（大人の見栄ではなく）しっかりと中立、公正な立場でいてほしいです。

制度を知らない人が多いので、今後しっかり周知して利用しやすいものになるとよいと思います。

助けを求めている子どもに対して、すばやく解決を目指す制度はとても大切なものだと思う。

子どもの立場はもちろんだが、大人側の状況等においても十分な理解をし、片寄った考えをしないことが大切だと思う。

子どもにとっての不利益は多種多様と思われます。内容的にもひどくデリケートなものを含みますので、迅速に解決と同時にその後の見守りなどケアの
面で追跡していくなど長い視野においての擁護を維持してこそ成り立つと思われます。

教育的機関において権利を守っていけるように大人側がみんなで話し合い確認していかなければならない。

よくわかりません。

どのようにすればいいのか実際みんな知らないと思います。

子どもにとってとても大切なものだと思う。

意見（苦情など）を聞いて、色々なことを話し合って解決していくことは大切であると思う。オンブズパーソン制度は必要です。

もっと具体的に活動内容を示し親の考え方も交えて今の現状を調査してあらゆる専門知識の人たちと協力して解決しその一部を公開したり、どの程度
の内容が擁護されていくのかわかりやすく映画化するなどもっと宣伝していく必要があると思います。

この制度があることはあまり知られていないと思う。もっとどこに相談をしたらよいのか、わかるようにしたら良いと思う。伝える側もどこに伝えたら良いのか
もわかりやすくしたらいいと思う。

このようなことを条約化したり制度化することはとても大切だが、はっきり言ってどれだけ生かされているか疑問に思う。

いつでも気軽に相談したりできる場所などがあると良いと思います。

子どものため社会全体で取り組む体制作りが必要です。

どのような苦情をどのように解決するか、話し合い最善の解決方法を導くものだと思う。

このような制度があることを子どもたちにもっと広めるべきだと思う。

オンブズパーソン制度をぜひ導入してほしい

１６　子どもの権利の中で特に大切だと思うものを、三つまで選び○を
つけて下さい。
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【考察】職員では子どもにとって必要との解答があるが、保護者ではよくわからない、知らないとの回答も多く、必要な制度だが、適切に

機能するか疑問との意見もある。現存の行政機関の窓口をすっきりとわかりやすくする、円滑に活用させる等、機能化させることも課題

である。これは、行政・保護者・教職員の課題でもある。

１９　子どもの権利についてどう思いますか。

中立、公正な立場とは？苦情は誰が言うのか？

正直知らない制度だった。虐待や権利の侵害は身近ではないのが実際で喜ばしいが、いざという時活用する場もあるので、保護者、保育者がいつでも
手の届く制度であってほしい。

対処する基準を明確にすること

問題が起きたときに当事者同士では感情が高ぶって適切な判断ができない事が多いと思われるので、秘密を厳守できる第３者がはいることは有効なこ
とだと思います。

適切に機能するものであれば、ぜひ制度を広め、社会に周知させてほしいと思う。

中立、公正の中に「情」が入らなければ、ただの機械的な制度で終わってしまうと思います。苦情の中身、発端にも目を向けてほしいと思います。

良い制度だと思います。

必要な制度だと思う。職場内で気づかなかった事、わからなかったことも明らかになって、互いに良い方向へ進んでいくことができると思う。その際当たり
前だが、子どもや家族のプライバシーも守っていく必要があると思う。

目指しているのはいいけど、本当に出来ているのかどうかは分からない。そこが分かるようにしてくれればいいなと思う。

利害関係なく公正な立場での見方が必要な時もあるので、この制度は大きな役割を果たすものであると思います。

中立公正な立場ということが必ずしも守られるとは思わないが取り組みは絶対必要だと思う。

守られる必要がある福祉の面でも子どもの権利は充実されてきていると思います。

正しい理解をして権利を守っていけるように大人側がみんなで話し合い確認していかなければならない。

多くの人たちに子どもも一人の人間として、大人達と同様、むしろ大人以上に様々なことを感じやすく、力のある者だということを考えてほしい。自分の子
を自分のものとしてでなく、他人と思って子どもの考えを尊重し大切にしてもらいたい。

大人が子どもをしっかり守る中で、子ども達が自己をのばしていけるように、そして自由に表現できるような権利ができるといいと思う。

大人の都合で子ども達が傷ついたりしないためにも、これからも守らなければならない。大切な権利だと思う。

難しいことはよくわかりませんが、子どもが安心して過ごせる世の中になってほしいです。そのためにも「子どもの権利」がしっかりと守られることを願いま
す。

母の存在が一番である。

命の大切さをもっと大事にしてほしい

少しでも子ども達が毎日のびのび楽しく強く生きていくためにも、子どもの権利はとても大切なことだと改めて実感した。

子どもはいつもどこでも安心して暮らしていけるようにする事は大人の義務であり、大人が最大の努力をしていかなくてはならないと思う。家庭、学校、地
域が子どもを見守っていく姿勢を常に貫くことで、子どもたちが大人になった時、次の世代にもつながっていくと思う。

子どもは大人の社会の縮図なので、まず大人社会から考え方を見直すべきと考える。

子ども達は小さければ小さいほど、自分で自分を守ることができないので、安心して生活出来るように社会が保障していかなければならないと思います。

子どもは安全に大人に守られ、育つものなので、いろいろな権利があるということを大人が意識するべきです。

子どもも一人の人間であり、思い、気持ちがあるということで大事にするべきだと思う。子どもが安心して話せる人がいると良いです。

子どもにも権利というものがなければならないと思う。

子どもの権利は守られないといけないと思う。でもそれを守ってあげるべき近所の人たちなどの協力がまだできていないと思う。

子どもの周りにいる大人全員が守られるべき子どもの権利を正しく理解し、大切さをわかっている環境を目指してほしい。

子どもが権利主体という考え方は大切だと思う。近年子どもが安心して生活できない事件が多くなり、社会のあり方を含めた子どもの権利を保障していく
べきと考える。

今の子どもは習い事が多くて自由に遊べる時間や人間関係が薄くなって、自分の考えを伝えるといったことが少ないので、子どもが生き生きとできる環
境、気持ちを伝えられる場所があったらよい。

子どもに権利があるといっても、子ども自身は何も主張できない。拝金主義の世界では子どもは育ちずらいと思う。「大人の権利」「子どもの権利」と分け
ることに疑問がある。「大人も子どもも人間である」との認識がなければおかしい。同等の権利を持つ者として尊重されるべきだと思う。

子どもの権利を重視するあまり、子どもに対して甘くなりすぎないようにしていくことが大切。そこらへんの勘違い、はき違いに注意が必要。

子どもの身体と心の健康が守られるように制度がしっかり活用できるとよいと思います。また、保育士という立場で出来ることを考えていきたいと思いま
す。

大人中心の考えから、少しでも浸透して子どもが中心に考えられる世の中になってほしいと思います。どんどん広めてください。

犯罪や虐待が多い世の中なので、北広島市でも子どもの権利条約が作られ子ども達を守ることができたらよいと思います。

北広島市で「子どもの権利条例」を作ろうとしている事をこのアンケートで知ったのでよかったです。子どもが住みやすい街にするよう頑張ってほしい。

親、育児支援に力が入りすぎ徐々に子どもが犠牲になってきているように思う。長い目でみた適正な親子関係を築くための支援をしていく必要性を感じ
ます。

接していてわかるものもあれば、よく親とコミュニケーションをとらなくてはわからないものもあり、注意しなくてはいけないと思った。一人の人間として守ら
なければいけなことだとわかった。

子供の保護者または保育士など協力しあい、その子供の権利を確立するようにしたい。

自由は基礎があって初めて成り立つと思います。子どものいいなりにならずに、大人としての役割をしっかり子ども達に果たしていかなければならないと
思います。

大人がきちんと育たないと子どもの権利は守られません。大人育ての環境、大人が大人でいるためには等の自覚の場が必要です。

大人が守ってあげなければいけないことが多いので、本当に子どものためになることを考えてあげる必要がある。
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【考察】多様な意見があったが、子どもの権利条例に肯定的な意見が多く、期待が大きい。今後、条例制定までに市民へ内容の周知を

図るため、努力する必要がある。

条例が出来るとなると、それまでは個々によってその子に合った対応をしていたことが画一化されてしまうことがあるなら、その点は注意したい。また子ど
も（特に幼児）は親の意見、考え方に振り回されることも多いので（外出による疲労感、就寝時間がひどく遅くなる等）そういった点が改善されるには先立
つものが必要と思う。

これからも子ども達がよりよい環境で生きられるよう、時代の流れとともに常に守られるものであってほしい。守る側（親、保護者等）も守る術を容易に知る
事ができるように様々な場での情報公開、情報交換が行われると良いと思う。

どんな子でも平等に同じ権利を受けられるようにしてほしいと思う。今はそうじゃないと感じるので。

一つの命を持った人間として扱われなければならないと思う。

いじめ、自殺の問題に取り組み、安心して生活できるように、命が大切と思えるように、環境をもっとよくなればいいと思う。子どもたち一人ひとりのことを
周囲の人たちがもっと把握していくとよいと思う。

とても大事な事だと思うが、大人が本来の意味を充分に理解して初めて本来求めているものにつながるのだと思います。作るだけでなく、それをどう広
めていくのかも考えていかなければいけないと思います。

安心、自由が確立できるような環境を作れるように努力していきたいと思います。

権利＝思い通りになる　ではないということを親子両者にきちんと説明した上でなら、とても意義のあることと思います。

権利はもちろん大切だが、意味をはき違えると大変なことも出てくるのではと思う。

個々の考え方によって価値は変化する。日本人としてどう生きるべきか共通理解を図ること。

決定している権利があるのなら、それに基づいて子どもを守っていくべき。

権利が作られても市民に伝わらないと子どもの権利は守られないのでは。市民に伝える方法を考えてほしい。

権利条例をつくっていくことも大切ですが、つくってその後どう対応していくかということのほうが重要だと思います。
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調査対象　　小学校５年生・中学校２年生・高校２年生の児童と保護者
　　　　　　　子ども　　配布６１５件　回収５１３件　（回収率８３．４％）
　　　　　　　保護者　　配布３０６件　回収２６７件　（回収率８７．３％）

区　　分 小学生 中学生 高校生 保護者 全　体
女　　性 132 79 46 237 494
男　　性 127 73 56 24 280
無回答 0 0 0 6 6
合　　計 259 152 102 267 780

１　（保護者のみ）あなたは現在職業に就いていますか。
区　分 小学生 中学生 高校生 保護者

常勤 64
パートタイム・アルバイト 111
なし 80
その他 8
無回答 4
合　　計 267
【考察】「常勤」、「パート・アルバイト」を合わせて６６．５％となっており、働いている女性が多いと考えられる。

２　（児童）（保護者）あなたは北広島市が「子どもの権利条例」を作ろうとしていることを知っていますか。
区　分 小学生 中学生 高校生 保護者

知っている 42 7 6 78
知らない 216 145 96 185
無回答 1 0 0 4
合　　計 259 152 102 267
【考察】まだまだ知られていない現状である。ＰＲ活動を活発にすることが求められているのではないか。

３　（児童）あなたは、自分の命が守られ安心して暮していると思いますか。
　　（保護者）子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
思う 176 80 55 131
思わない 29 32 16 43
いえない 54 40 31 88
無回答 0 0 0 5
合　　計 259 152 102 267
【考察】「思わない」という児童生徒が15％、大人が16.4％もおり、数値の意味するところは大きいといえる。
この「命が守られ、安心して暮らす」という項目に関する条例及び方策が必要ではないか。
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４　（児童）あなたは自分のことが好きですか。
　　（保護者）子どもは自尊意識を持っていると思いますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
好き（思う） 89 35 33 167
嫌い（思わない） 32 38 20 24
いえない 138 79 49 71
無回答 0 0 0 5
合　　計 259 152 102 267
【考察】「好きではない」児童生徒が17.5％いるという結果を重く受けとめたい。自分が大切にされている、他人も大切にした
いという意識を高めて生きたい。この項目に関する条例及び方策が必要ではないか。家庭の中で、そして学校では学級活動
や児童会生徒会活動の中で自己存在感、自己有用感等を持たせることが大切ではないか。

５　（児童）あなたは将来の夢やなりたい職業（仕事）がありますか。
　　（保護者）子どもは将来の夢やなりたい職業（仕事）があると思いますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
ある 181 84 64 166
ない 29 28 20 25
いえない 26 40 18 72
無回答 23 0 0 4
合　　計 259 152 102 267
【考察】「ない」という児童生徒が15.7％という結果で、意外と多いのではないか。どのような大人になりたいのかということと
リンクしていると考えられる。保護者の回答もほぼ同じ数値となっている。自分の将来に夢を持つことはとても大切である。
このことを条例に盛り込むことが大切でないか。

６　（児童）あなたはほっとする時間がありますか。
　　（保護者）子どもには自由にくつろぐ時間があると思いますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
ある 229 125 84 224
ない 13 12 9 13
いえない 14 15 9 27
無回答 3 0 0 3
合　　計 259 152 102 267
【考察】「ほっとする時間」は、自分のやりたいことに集中することができる時間、息を抜ける時間、楽しいと感じることができる
時間などと置き換えて考えることもできる。子ども自身が自分の力を伸ばす時間を作っていくことが大切ではないのか。
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７　（児童）あなたが落ち着く場所や好きな場所はどこですか。 複数回答
　　（保護者）子どもが落ち着く場所や好きな場所はどこだと思いますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
家庭 167 89 50 233
自分の部屋 153 95 72 136
学校 39 34 14 35
友達の家 35 22 14 33
その他 49 26 13 18
ない 5 5 3 2
合　　計 448 271 166 457
【考察】「自分の部屋」と回答している子どもが多いが、この意味するところを考えなくてはならない。逃避の場所ということも
成り立つのではないか。自分の居場所作りという考え方もあるのではないか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
ある 178 123 90 214
ない 51 14 8 6
いえない 28 15 4 28
無回答 2 0 0 19
合　　計 259 152 102 267
【考察】「ある」という児童生徒が76.5％いるが、あって当然である。成長の過程で反抗期があり、それをどう乗り越えていくか、
どう解決し成長していくのかが重要である。大人も同様の数値になっている。

８－２　（児童）（保護者）　「ある」と答えた人に聞きます。それはどんな理由からですか。　複数回答
区　分 小学生 中学生 高校生 保護者

親や家族こと 50 44 28 103
友達のこと 80 66 42 125
勉強・成績のこと 64 81 56 123
学校（部活やクラブ活動） 18 44 34 77
先生のこと 28 35 27 63
自分（性格や体のこと） 53 50 42 61
その他 9 8 10 19

合　　計 302 328 239 571

８-１　（児童）あなたは、ふだんの生活の中で「いらいらすること」「いやだなぁ」と不満に思うこと、「どうしよう？」と不安になるこ
とはありますか。

　　（保護者）子どもが、ふだんの生活の中で苛立ったり、不安や不満を感じたりすることがあると思いますか。
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８－３　（児童）そんなときは、だれに相談しますか。 複数回答
　　　　（保護者）そんなとき、子どもは誰に相談していると思いますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
親や家族 91 45 31 176
友達 71 52 47 125
先生 24 8 7 25
その他のひと 10 5 5 11
誰にもしない 50 52 31 22

合　　計 246 162 121 359
【考察】子どもの不安や不満を上手に受け止められるかどうかがカギである。どう受け止めて、どうアドバイスしていくかが重要
である。親が子育てしていくうえで悩みがあるのは当然であるが、母親が相談できるところ、支援してもらえるところがある、
親同士の横のつながりがあるというのが大切ではないのか。大人が安心していられる街づくり、子育てをサポートできる街づく
りが大切になってくるのではないか。

９　（児童）（保護者）　学校に行かないこと（不登校）についてどう思いますか。
区　分 小学生 中学生 高校生 保護者

本人の気持ちだからいい 20 22 24 8
色々な理由があるから仕方がない 54 45 39 79
わがままだと思う 31 15 8 10
原因を解決して登校すべき 122 56 22 140
その他 9 9 8 18
無回答 23 5 1 12

合　　計 259 152 102 267
【考察】登校できない理由は様々であるが、学校が自分自身を伸ばしてくれる場所、大切な場所であるという捉え方ができる
よう考えることも大切である。これらのことを踏まえて慎重に条例に盛り込むことが求められる。良好な人間関係を築いていく
ことができるよう支援していくことが大切である。なぜ学校に行くことができないのか、という視点も大切である。

１０　（児童）　あなたを育ててくれる人について、好きなところはどんなところですか。　　複数回答
　　　（保護者）　子どもは、あなたのどんなところが好きだと思いますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
一緒に遊んでくれる 109 31 15 46
意見や話を聞いてくれる 127 79 43 155
勉強を教えるくれる 119 28 8 22
どこかに連れて行ってくれる 140 54 27 71
趣味や興味を理解してくれる 96 66 41 124
怒らない 44 21 17 28
飲酒や喫煙をしない 50 18 9 18
暴力を振るわない 78 42 24 28
部屋に入らない 20 17 8 13
手紙などの開封やチェックをしない 55 27 25 49
家族のために働いてくれる 173 96 51 101
その他 19 16 8 21
好きなところがない 9 10 7 22

合　　計 1,039 505 283 698
【考察】「好きなところがない」が児童生徒で26人いるが発達段階から考えて、中高生なら理解できる。
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１０－２　（児童）きらいなところはどんなところですか。 複数回答
　　　　　（保護者）子どもは、あなたのどんなところが嫌いだと思いますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
一緒に遊んでくれない 38 4 2 20
意見や話を聞いてくれない 32 13 6 11
勉強を教えてくれない 18 7 2 11
どこにも連れて行ってくれない 19 6 3 20
趣味や興味を理解してくれない 25 11 8 5
小言ばかり言う 53 43 41 134
飲酒喫煙をする 63 24 13 31
暴力をふるう 57 26 11 34
勝手に部屋に入る 43 33 20 11
手紙などの開封やチェックをする 11 22 3 4
その他 11 5 8 17
きらいなところはない 88 53 25 53

合　　計 458 247 142 351
【考察】「きらいなところはない」が最も多い。信頼関係で結ばれており、愛情や安心を感じていると思われる。

１１　（児童）　あなたは、差別・暴力・いじめを受けたことがありますか。また、したことがありますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
差別や暴力、いじめを受けた 38 23 23 74
差別や暴力、いじめをした 21 6 8 18
どちらもある 35 24 20 45
どちらもない 152 89 46 114
無回答 13 10 5 16

合　　計 259 152 102 267
【考察】差別や暴力やいじめは絶対許されないという条例が必要である。

　　　（保護者）子どもは、差別・暴力・いじめを受けたことがあると思いますか。また、したことがあると思いますか。
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１２　（児童）　学校生活の中で、もっと児童・生徒の意見を聞いてほしいと思うことはありますか。
　　　（保護者）　子どもは学校生活の中で、もっと児童・生徒の意見を聞いてほしいと思うことはありますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
ある 94 73 66 118
ない 112 47 21 53
いえない 40 22 12 52
無回答 13 10 3 44

合　　計 259 152 102 267

１２-２　（児童）（保護者）　それはどんなことですか 複数回答
区　分 小学生 中学生 高校生 保護者

児童会・生徒会 36 20 3 18
校則 50 59 46 64
学校行事 41 35 32 50
その他 10 5 3 21

合　　計 137 119 84 153
【考察】集団生活のルールを守る、ルールに対して自分の考えを言えるということが大切ではないか。理解できないルールは
説明を求めたり、あまりに理不尽なものは手順を踏んで改善していくと良い。学校行事については子どもの意見を反映させて
目的意識をもってより良いものを作り上げていくということも大切である。

１３　（児童）家庭生活の中で、親や家族の人がもっとあなたの意見を聞いてほしいと思うことはありますか。

区　分 小学生 中学生 高校生 保護者
ある 61 31 43 118
ない 146 78 40 41
いえない 39 28 16 101
無回答 13 15 3 7
合　　計 259 152 102 267
【考察】親はあるだろうと思っているが、子どもはないという結果になっている。良い親子関係を築いているのではないか。

　　　（保護者）子どもは家庭生活の中で、親や家族の人がもっとあなたの意見を聞いてほしいと思うことはありますか。
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１３-２　（児童）（保護者）　それはどんなことですか 複数回答
区　分 小学生 中学生 高校生 保護者

家族にとって重要なこと 21 14 10 60
家族の旅行など遊ぶこと 24 4 7 45
進路や進学のこと 22 21 25 76
新聞やテレビの話題のこと 13 5 7 27
その他 7 5 3 12

合　　計 87 49 52 220

１４　（児童）（保護者）　子どもの権利の中で特に大切だと思うことについて3つまで○をつけてください。
区　分 小学生 中学生 高校生 保護者

人種や性別、宗教などで差別されないこと 56 36 25 64
障がいのある子が差別されないこと 124 65 41 120
こどもが知りたいことを隠さないこと 27 19 19 19
暴力や言葉で傷つけないこと 130 72 41 160
家族が仲良く一緒に過ごす時間をもつこと 111 39 20 81
自分の考えを自由に言えること 49 32 21 67
人と違う自分らしさが認められること 54 41 29 108
自分の秘密が守られること 40 34 18 13
自分のことは自分で決められること 37 24 18 31
自由な時間をもつこと 105 52 34 41
自由な呼び掛けでグループを作り集まれること 30 10 1 5
必要な情報をしることや、参加する手助けを受けられる 34 8 9 30

合　　計 797 432 276 739
【考察】「暴力や言葉で傷つけないこと」、「障がいのある子どもが差別されないこと」と続いている。学校では今年度から特別
支援教育がスタートし、子どもたちの意識も高まってきているのではないか。以前からも障がいのある子どもたちとの交流が
進められており、お互いに良い関係が築かれてきているのではないか。全ての項目が条文の中に入ってきても良い内容である。
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調査対象　　民生児童委員・主任児童委員・町内会関係者・ボランティア団体・健連協・道都大学学生等

　　　　　　　　　配布１２５件　回収１２５件　（回収率１００％） 　　　　　　 　　　　　　 　　 　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

女性 男性 構成比

２０代 12 21 26.4%

３０代 3 3 4.8%

４０代 10 7 13.6%

５０代 15 9 19.2%

６０代 13 32 36.0%

合計 53 72 100.0%

回答数 構成比

知っている 41 32.8%

知らない 84 67.2%

無回答 0 0.0%

合計 125 100.0%

【考察】「知らない」が、約７割を占めている。今後市民への周知に本腰を入れるべきことを示している。

回答数 構成比

思う 23 18.4%

思わない 73 58.4%

わからない 27 21.6%

無回答 2 1.6%

合計 125 100.0%

【考察】「思わない」が、約６割（Ｍ:５割）というのは、「思う」の２割弱に比べて、大きな課題である。子どもが安心安全に生活できるまちづくり

も条例の中に取り入れる必要がある。

※市民モニターでの調査結果を（Ｍ：　割）と表すことにする。

回答数 構成比

思っている 54 43.2%

思っていない 13 10.4%

わからない 56 44.8%

無回答 2 1.6%

合計 125 100.0%

【考察】「わからない」が４割強（Ｍ:４割弱）というのは、今の子ども達に直接ふれあう機会の少ない回答者から見れば、頷ける割合だと思う。

「そう思う」が同じく約４割強（Ｍ:５割強）、「思っていない」は約１割である。

「子どもが自尊意識を持っている」と、堂々と言い切れる状態でないとも見ることができる。北広島市が、まだまだ子ども達に夢を与える街に

なっていないといえないだろうか。少なくとも、子ども達の生き生きした姿が街のあちこちで見受けられるまちづくりが必要であろう。

回答数 構成比

ある 70 56.0%

ない 13 10.4%

わからない 40 32.0%

無回答 2 1.6%

合計 125 100.0%

【考察】「わからない」が３割強（Ｍ:３割）であるのは、問３と同様、子どもと直接関わりのない回答者が多いためと考えられる。

「あると思う」が、約６割であるが、小中高校生では６７％が「ある」と回答している。

大人が思っているのと同等かそれ以上に、子どもには将来の夢やなりたい職業がある。

１　あなたは北広島市で「子ども権利条例」を作ろうとしていることを知っていますか。

２　あなたは、子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。

３  あなたは、子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。

４ あなたは、子どもには将来の夢やなりたい職業があると思いますか。
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５　あなたは、子どもの意見が大切にされていると思いますか。

回答数 構成比

されている 20 16.0%

されていない 60 48.0%

わからない 44 35.2%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「されている」が約１割半（Ｍ:３割弱）であるのに対して、「されていない」が約５割（Ｍ:約3.6割）・「わからない」が3.5割と子どもの意見

が尊重されていないという回答であった。

「子どもの意見が尊重される」とは、どういうこと(場所などを含め）なのかは質問からも回答からもうかがい知ることが出来ないが、もっと「子ども

が主体者」として尊重されるべきであるという回答者の願いを知ることが出来る。条例として取り上げるべき項目。

６　子どもたちは、健康的な生活(遊ぶ・休む・学ぶ)を送ることができていると思いますか。

回答数 構成比

思う 41 32.8%

思わない 65 52.0%

わからない 18 14.4%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「思う」３割強（Ｍ:4割）に対して、「思わない」が５割強（Ｍ:4.5割）であり、かなり否定的な見方で回答している。学習塾、習い事、スポ

ーツ少年団など、子ども達がハードな毎日を送っていることが関係しているのではないか。家庭・地域・社会に対する警鐘ととらえ、条例として

取り上げるべき項目。

７　子どもたちは、自分が思ったことや感じたことを自由に表現できる環境にあると思いますか。

回答数 構成比

思う 37 29.6%

思わない 65 52.0%

わからない 22 17.6%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「思う」が約３割（Ｍ:４割強）に対して、「思わない」が５割強（Ｍ:３割強）ということは、子ども達から少し距離を置いた回答者からは、

「子ども達は、自分の意見を述べることよりも、大人や集団からの考えに従わされている」と映っているのだと考えられる。また、回答者には大学

生が相当数含まれており、子ども時代に「自由に表明できなかった」という実感があるということも考えられる。

意見表明権に関係する設問である。「自分の意見を自由に述べ、相手の意見を聞く」ことは、それ自身が大切なことであると同時に、子ども達

が正しい人権意識を育てていくのに欠かせない教育的役割を持つ。条例として取り上げるべき項目。

回答数 構成比

思う 16 12.8%

思わない 86 68.8%

わからない 23 18.4%

無回答 0 0.0%

合計 125 100.0%

【考察】「思う」が１割強（Ｍ:２割）に対して、「思わない」が約７割（Ｍ:５割弱）というのは、大変な状態にあると考えられる。相談できる大人・

教師・親などとの距離が大きいと回答者は思っているのだと考えられる。子ども達の置かれている現状を憂えている回答結果だと思う。人間関

係や社会環境の変化が子どもの悩みを増幅させ、しかも相談できる環境にないと考える大人が多いことは問題だと思う。条例として取り上げる

べき項目。

回答数 構成比

知っている 66 52.8%

知らない 52 41.6%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

【考察】「知っている」「知らない」の回答が半々であった。市として、一層の周知の努力が必要。･

９－１　子どもに関する悩み事を相談できる窓口を知っていますか。

８　子どもたちは悩み事などを気軽に相談できる環境にあると思いますか。
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複数回答

回答数 構成比

家庭児童相談員・母子自立支援員 43 17.6%

子どもサポートセンター 35 14.3%

エンゼルキッズこども家庭支援センター 9 3.7%

教育相談員 22 9.0%

地域子育て支援センター 29 11.8%

こども発達支援センター 14 5.7%

地区の民生委員・児童委員（主任児童委員） 44 18.0%

社会福祉協議会心配事相談所 22 9.0%

子ども電話相談ユーアンドアイ 27 11.0%

その他 0 0.0%

合計 245 100.0%

【考察】５位までの「知っている相談窓口」は、市政モニターと同じ。選択肢の中に、子どもが相談できるところが少ない。市政モニターでは「⑩

その他」への具体的な回答があったが、地域部会アンケートではなかった。市政モニター回答者には、地域部会アンケート回答者に較べ、子育･

て中の人の割合が高いので具体的記述があったと考えられる。･

１０　子どもたちは、個性や他人との違いを認められ、１人の人間として尊重されていると思いますか。

回答数 構成比

思う 29 23.2%

思わない 51 40.8%

わからない 35 28.0%

無回答 10 8.0%

合計 125 100.0%

【考察】「思う」が約３割、「思わない」が４割であり、否定的な回答である。条例として取り上げるべき項目。･

１１　あなたは、まわりで子どもがいじめや虐待を受けているのを見たり聞いたりしたことがありますか。

回答数 構成比

ある 34 27.2%

ない 83 66.4%

無回答 8 6.4%

合計 125 100.0%

【考察】「ない」が多数（約７割、Ｍ:７割弱）は当然だと思うが、「ある」が約３割もいたことは注目すべきである。そのとき、回答者はどういく行動

をとったのか、はアンケートからは知ることはできないが、子どもの権利を考える上で重要なポイントである。「いじめ」については定義も難しく、

回答者はどうとらえての回答であったのか、「虐待」についてとの比率はどうであったのかは不明であるが、条例として取り上げるべき項目。

複数回答

回答数 構成比

人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと 42 12.1%

障がいのある子どもが差別されないこと 73 21.0%

子どもが知りたいと思うことが、かくされないこと 9 2.6%

暴力や言葉で傷つけられないこと 69 19.8%

家族が仲よくし、一緒に過ごす時間をもつこと 50 14.4%

自分の考えをいつでも自由に言えること 22 6.3%

人と違う自分らしさが認められること 36 10.3%

自分の秘密が守られること 7 2.0%

自分のことは自分で決められること 10 2.9%

疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと 9 2.6%

子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること 7 2.0%

必要な情報を知ることができ、様々な活動に参加する手助けを受けることができること 14 4.0%

合計 348 100.0%

【考察】１位・・・障がいのある子どもが差別されないこと（Ｍ:２位）、２位・・・暴力やことばで傷つけられないこと（Ｍ:１位）･

･３位・・・家族が仲良くし、一緒に過ごす時間をもつこと（Ｍ:３位）、４位・・・人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと･･

５位・・・人と違う自分らしさが認められること （Ｍ:４位）･･

９－２　「知っている」と答えた方にお聞きします。

１２　子どもの権利の中で特に大切だと思うものを、三つまで選び○をつ
けて下さい。
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複数回答

回答数 構成比

おとなが子どもの人権を尊重してこなかった 40 13.8%

おとなへの社会的支援体制が整えられていなかった 16 5.5%

子どもへの支援体制が整えられていなかった 32 11.1%

おとなのモラルが低下し、おとなも自己中心的になった 102 35.3%

近所のおとなが子どもに目を向けなくなった 53 18.3%

マスコミの報道により注目されているが、以前から同種の事件は多数起きている 33 11.4%

その他 13 4.5%

合計 289 100.0%

【考察】市民モニターの結果と一致している。

複数回答

回答数 構成比

そのとおりだと思う 18 9.6%

子どもたちに正しい権利を教えてこなかったおとなに責任があると思う 76 40.4%

子どもたちは権利を十分に主張できていないと思う 15 8.0%

「わがまま」と「権利の主張」は全く違うと思う 69 36.7%

その他 10 5.3%

合計 188 100.0%

【考察】「子ども達に正しい権利を教えてこなかった」と「わがままと権利の主張は全く違う」を合わせて、約８割の回答があった。「正しい権利学

習」が子ども達に保証されることが、子どもには必要であると回答者は考えているのだと推定できる。･・「子どもわがまま論」は少なく、大人の責任

を問う声が多数である。「権利学習」をしっかりと行うことが、これからの社会を担う人間として大切なことである。条例として取り上げるべき項目。･

回答数 構成比

よく見る 21 16.8%

ときどき見る 59 47.2%

ほとんど見ない 40 32.0%

全く見ない 3 2.4%

無回答 2 1.6%

合計 125 100.0%

【考察】「よく見る」「時々見る」をあわせて、ほぼ6.4割の回答を得ている。「ほとんど見ない」「全く見ない」をあわせて、3.4割である。このことは、･

子ども達が外での遊びをしていないことを物語っており、室内で遊んだり、塾等の習いものに行ったりしていることを想像させる。もちろん少子化

で、子ども絶対数が少なくなっていることも大きな要因であると思う。子どもは、友だちと集団での遊びを通して、社会性が育っていくものだが、

それが欠けているのは大きな問題であると思う。子どもの遊びは、社会性を育てる大きな要因であり、その部分が欠けてきている。･････

回答数 構成比

よく見る 61 48.8%

ときどき見る 48 38.4%

ほとんど見ない 12 9.6%

全く見ない 3 2.4%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「見る」「時々見る」をあわせて約９割近くの回答であった。「子ども達を見る」「顔を合わせる」という浅い関わり方ではあるが、地域が子･

ども達との接点をもっていると見ることができる。地域が子どもとの接点をもっていることがわかったが、どのように（より深く）関わっていくのか・･

関わっているのかは不明である。･

回答数 構成比

よくある 23 18.4%

ときどきある 47 37.6%

ほとんどない 37 29.6%

全くない 17 13.6%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

１３　子どもが犠牲になる衝撃的な事件が社会問題化されていますが、こ
の意見をどう思いますか。

１４  「今の子どもは、わがままで権利ばかり主張している」という意見があ
りますが、この意見をどう思いますか。

１５　子どもが遊んでいる姿を見ることがありますか。

１６　子どもが通園・通学する姿を見ることがありますか。

１７　近所の子どもと挨拶を交わすことがありますか。
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【考察】「ある」「時々ある」をあわせて5.6割、「ほとんどない」が約３割、「全くない」が1.4　割という回答である。「あいさつは、人間関係の入り

口」と考えると、約４割以上があいさつを交わしていないことは大きな課題であると思う。大人も人間くささのなくなった「砂漠のような」地域社会

になっていることをうかがい知ることが出来る。「オアシスのように、潤いある社会」が「子ども達を健全な大人に育てる大切な土壌」であることが、

（条例の前文あたりで）謳われてもいいのではないだろうか。

回答数 構成比

十分ある 15 12.0%

ある程度はある 85 68.0%

ほとんどない 21 16.8%

全くない 3 2.4%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「十分ある」「ある程度はある」をあわせて８割の回答である。しかし、「ほとんどない」「全くない」という否定的な回答も約２割あった。

遊び場があり、そこで「社会性」を養うことが出来るような環境を作るための努力を、大人はする必要がある。

市や大人の責任で、健全な遊び場を子ども達に提供する必要がある。

回答数 構成比

十分確保されていると思う 10 8.0%

ある程度は確保されていると思う 75 60.0%

あまり確保されていないと思う 36 28.8%

全く確保されていないと思う 3 2.4%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「十分ある」「ある程度はある」をあわせると約７割は安全性の確保がなされていると考えているが、「あまり」「全くない」をあわせると３割

強の回答が不安を持っていることがわかる。市内各地でさまざまな取り組みはなされているが、それでも不安が大きいと思われ、どうしたらよい

のかを市民と共に考えていくきっかけになると良い。「安全に生きること」とあわせて、条例の項目に。

２０　地域で、子どもの安全を守る取り組みはなされていますか。

回答数 構成比

なされている 50 40.0%

なされていない 15 12.0%

わからない 59 47.2%

無回答 1 0.8%

合計 125 100.0%

【考察】「なされている」が４割ではあるが、それなりに動いていると感じられる。

２１　子どもが、有害な出版物・画像等が守られていると思いますか。

回答数 構成比

十分守られていると思う 3 2.4%

ある程度は守られていると思う 23 18.4%

あまり守られていないと思う 57 45.6%

全く守られていないと思う 35 28.0%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

【考察】８割弱が「あまり」「全く」守られていないとの回答。出版物・テレビ等での有害画像等は目に余るものがある。北広島のみならず大きな

取り組みが必要であると思う。

回答数 構成比

よく読む 37 29.6%

ときどき読む 46 36.8%

読まない 16 12.8%

知らない 20 16.0%

無回答 6 4.8%

合計 125 100.0%

２２－１　あなたは回覧板や新聞折込で配られる子どもに関するお便りや広報誌を読みますか。
「学校のお便り」

１８　子どもが安心して遊べる場所がありますか。

１９　子どもの登下校の安全は確保されていると思いますか。

12.0%

68.0%

16.8%

2.4%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

8.0%

60.0%

28.8%

2.4%

0.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

40.0%

12.0%

47.2%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

2.4%

18.4%

45.6%

28.0%

5.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

29.6%

36.8%

12.8%

16.0%

4.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

- 33 -



２２－２　「サポートセンターきずな」

回答数 構成比

よく読む 13 10.4%

ときどき読む 37 29.6%

読まない 22 17.6%

知らない 45 36.0%

無回答 8 6.4%

合計 125 100.0%

【考察】「学校便り」「きずな」共にそれなりに読まれているが、「読まない」「知らない」という回答がそれぞれ、１２．８％、１６．０％あった。子ども

達から離れた世代に対するアンケートであったことが影響していると思われる。

２３－１　子どもの健やかな育成に必要なものは様々ですが、あなたはどのように感じていますか。　(家庭の中で特に母親の育児力)

回答数 構成比

十分ある 36 28.8%

ある程度はある 69 55.2%

ほとんどない 13 10.4%

全くない 1 0.8%

無回答 6 4.8%

合計 125 100.0%

回答数 構成比

十分ある 20 16.0%

ある程度はある 75 60.0%

ほとんどない 22 17.6%

全くない 1 0.8%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

【考察】母親の育児力も父親の育児力も共に「十分ある」「ある程度はある」という回答が多かった。一方で、「ほとんどない」「全くない」との回答

１～２割あり、それに対する支援の方法を今後とも探って行かなくてはならない。

親の育児力の大切さは、言うまでもないが、条例前文などでその意義を謳うことも必要。

回答数 構成比

十分ある 36 28.8%

ある程度はある 69 55.2%

ほとんどない 13 10.4%

全くない 0 0.0%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

回答数 構成比

十分ある 20 16.0%

ある程度はある 75 60.0%

ほとんどない 22 17.6%

全くない 1 0.8%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

回答数 構成比

十分ある 12 9.6%

ある程度はある 73 58.4%

ほとんどない 30 24.0%

全くない 3 2.4%

無回答 7 5.6%

合計 125 100.0%

２３－２　家庭の中で特に父親の育児力

２３－３　家庭(全体)の育児力

２３－４　学校(教師)の育児力

２３－５　地域で子どもを育てようとする意識
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回答数 構成比

十分ある 6 4.8%

ある程度はある 77 61.6%

ほとんどない 23 18.4%

全くない 2 1.6%

無回答 17 13.6%

合計 125 100.0%

２３－６　北広島の子育てサポート制度
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調査対象　　少年団・学童クラブ・子ども会等の指導員

　　　　　　　配布１２０件　回収１１１件　（回収率９２．５％）

女性 男性 構成比

２０代 7 4 9.9%

３０代 22 4 23.4%

４０代 33 13 41.4%

５０代 17 4 18.9%

６０代 5 2 6.3%

合計 84 27 100.0%

１　あなたは北広島市で「子ども権利条例」を作ろうとしていることを知っていますか。

回答数 構成比

知っている 71 64.0%

知らない 40 36.0%

無回答 0 0.0%

合計 111 100.0%

【考察】調査依頼時の説明があったので、それに基づいての回答とも考えられるが、概して、高い数値を示している。現時点での調査結果と

しては、「予想された認知度」と言ったほかは、あまり大きな意味は持たないように思われる。

回答数 構成比

思う 39 35.1%

思わない 49 44.1%

わからない 21 18.9%

無回答 2 1.8%

合計 111 100.0%

【考察】視点の置き所によって大きく、偏ってくる可能性があるように思われる。自分達が、普段の活動によって子どもの生活の大きな部分･

の安全を担っているという実感があるのではないか。とすれば、限定された校外活動の場にあっては、当然のことながら、安全へのかなりの

庇護のもとに配慮されているとも考えられる。しかし、同時に子どもを取り巻く環境全体についての実態は、この調査結果と乖離している

であろうことを意識しない訳には行かない。

回答数 構成比

思う 56 50.5%

思わない 16 14.4%

わからない 36 32.4%

無回答 3 2.7%

合計 111 100.0%

【考察】いわゆる自己肯定感を持っているかどうかを尋ねた問題である。子どもの世界全体で見れば、とてもこのような高い数値はでてこな･

いと思われるが、これも限定された世界での子どもの可能性を伺わせることとして受け取れないか。

回答数 構成比

思う 39 35.1%

思わない 48 43.2%

わからない 22 19.8%

無回答 2 1.8%

合計 111 100.0%

【考察】現代の子どもは生活様態の幅がかってないほど広がっていると言われる。一例として考えられるのが子どもの夜更かしであり、これ

により自動的に疲労回復の絶対時間が欠乏しているのが実態のようである。　また、心身の疲労回復には良好な食事も大切であるが、「食

育」という言葉が深刻な家庭の状況に根ざして使われている時代背景を見逃せない。このことは、単なる健康維持上の問題ではなく、深い

人権問題を内包しているとも考えなければならないのではないだろうか。

合計
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４ 子どもたちに、休息は十分足りていると思いますか。

２　あなたは、子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。

３  あなたは、子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。
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５　子どもたちは、自分が思ったことや感じたことを自由に表現できる環境にあると思いますか。

回答数 構成比

思う 48 43.2%

思わない 46 41.4%

わからない 16 14.4%

無回答 1 0.9%

合計 111 100.0%

【考察】学校(級)内での状況とは最も大きく差の出る設問であるように思われる。つまり、片方は無意識集団に近く、片方は意識集団そのも

のであるからである。いわゆる同好の士としての集団と学級集団とではその差が大きいのは当然であって、学級の方はこのようにはならない

のではないだろうか。指導者の見方としては、このような結果が出たのであり、学校や学級集団ではそうはならないように思われる。条例の

作成の段階での留意すべき事項である。

６　子どもたちは、悩み事などを気軽に相談できる環境にあると思いますか。

回答数 構成比

思う 39 35.1%

思わない 44 39.6%

わからない 27 24.3%

無回答 1 0.9%

合計 111 100.0%

【考察】活動内容そのものに関する相談以外のものについては、意外と心のつながりが弱いように感じられる。しかし、スポーツ関係のクラブ

では、親も一緒に活動の場にいることから、子と親との関係の中で解決してしまうケースが多いようである。

複数回答

回答数 構成比

人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと 24 7.7%

障がいのある子どもが差別されないこと 35 11.3%

子どもが知りたいと思うことが、かくされないこと 6 1.9%

暴力や言葉で傷つけられないこと 77 24.8%

家族が仲よくし、一緒に過ごす時間をもつこと 43 13.9%

自分の考えをいつでも自由に言えること 11 3.5%

人と違う自分らしさが認められること 48 15.5%

自分の秘密が守られること 4 1.3%

自分のことは自分で決められること 26 8.4%

疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと 30 9.7%

子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること 0 0.0%

必要な情報を知ることができ、様々な活動に参加する手助けを受けることができること 6 1.9%

合計 310 100.0%

【考察】ほぼ予想された結果となった。回答人数が少ないことから、実態と齟齬を来たしやすいことも考慮して複数回答を求めたが、そのわ･

りに数値に差が出たのは、子どもの日常的な出来事・問題が少数の突出したものによって占められていることを示唆しているからだと思われ

る。内容的に特に注目したいのは、④⑦に高い数値が出たことで、言わば、個の尊厳意識の時代的な高まりを反映しているものとして受け

止めたい。

7-2　あなたは、この4つの権利を子どもに教えることについてどう思いますか。　

回答数 構成比

よい 92 82.9%

わるい 0 0.0%

わからない 15 13.5%

無回答 4 3.6%

合計 111 100.0%

４つの権利とは

○安心して生きるために必要な権利

○自分らしく生きるために必要な権利

○豊かに育つために必要な権利

○参加するために必要な権利

【考察】圧倒的な肯定論の中で「わからない」が気になる。学者の説によれば、(1)(2)は「自由権」として、(3)は「社会権」として、(4)は「参政権･

」として、全条文の思想を網羅していると見てよいということであり、子どもの権利全体を成立させる骨格として認識して行きたい。このことは、･

私達にとっても最も重要な理論武装の根拠となる部分であると認識し、理解を深めるとともに一般市民への啓蒙に力を置くべき点である。･

7-1　子どもの権利の中で特に大切だと思うことについて
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８　あなたは、子どもたちが活動場所までの行き帰りで安全が確保されていると思いますか。

回答数 構成比

ある程度確保されていると思う 63 56.8%

あまり確保されていないと思う 39 35.1%

わからない 6 5.4%

無回答 3 2.7%

合計 111 100.0%

【考察】これも現状論の一つであり、状況を否定する数値が高く、問題を有する項目であると思われる。しかし、一方では各地区に防犯協会･

や子どもを守る組織の立ち上げ・活動が見られ、巡視や見守り隊の活動など、地域住民の組織的・自主的な活動がしだいに地域に浸透し･

てきていることは、今後この項目の否定的な意見にも理解されていくのではないかと思われる。･

回答数 構成比

ある 28 25.2%

ない 81 73.0%

無回答 2 1.8%

合計 111 100.0%

【考察】この設問の文言から受けるイメージとして、「手をあげる」ということが、体罰として受け取られても仕方のない程度の状態としている･

と思われる。特にスポーツ関係の集団であれば、類似した行為というのは比較的多くなるのは予想されないことではない。問題は、両者の

人間関係がどの程度開放され、適切な信頼関係を基盤としているかということであって、資料中25.2％という比率は、そのまま多いとか少な

いとかの判断は難しい。設問の表現そのものについて、もう少しきめ細かに検討を加え、表現すべきであった。

10-1　指導している集団内の親子関係で気になることがありますか。

回答数 構成比

ある 45 40.5%

ない 31 27.9%

わからない 32 28.8%

無回答 3 2.7%

合計 111 100.0%

【考察】「ある」と回答した意見は比率としては低いものであったが、内包する問題としては極めて重要であり、次の設問と併せて重く見て

いきたい。　また、今日声高に叫ばれている、親による子どもの放置、食育の貧しさ、規範意識の低さなど、変質化、硬直化、希薄化した親

子関係の実態について、指導者自身も情報の入手によって、実態を正確に把握する必要性を感じる。

10-2　「ある」と答えた方にお聞きします。何が気になりますか。

親が子の言いなり。親が子への愛情表現が上手くできず、そのため、子も愛されている実感が薄い。 ( № 38 )

両親が離婚を考えている中での、不安定な帰省。 ( № 2 )

児童養護施設で勤務しているので、親子関係に問題があるのは当たり前であるため。 ( № 4 )

９　子どもたちを指導する中で、つい手をあげたことがありましたか。

親とこの接する時間が短すぎる。 ( № 55 )

親子のゆったりとした時間が少ない。ここに「権利」などという言葉をふりかざして子育てを他人任せにするなど、方向を間違わないようにと願います。 ( №
61 )

仕事が忙しいのは分かるが、もう少し子どもの話をきいてあげたり、子どもといる時間を増やしてあげてほしい。 ( № 60 )

無関心の様に思われる。また、親は自分の都合で子どもを振り回したり、逆に親が決める事を子どもに任せている所があり、子どもは本当の姿を見せず、
我慢しているように思う。 ( № 37 )

子どもが親に言いたいことが言えない。 ( № 34 )

何でも見境なく買い与えること。子どもの実情を知らず、伝えるにも関係の面から配慮が必要で限界があること。（親の思っている像とあまりにもかけ離れて
いる）　　 ( № 30 )

子どもへの愛情表現の仕方が変であったり、どのように愛情を注いでいいか戸惑いを覚えている親がいる。 ( № 31 )

親がどの程度子どもに責任（意識的に）持っているのか。 ( № 32 )

過保護、過干渉 ( № 10 )

親の威圧的なしつけを感じるときがある。 ( № 23 )

共存、依存の関係

色々と ( № 24 )

基本的生活習慣やしつけなど家庭でされていなく、集団行動をとれないことを、個性と履き違えている。また過干渉、過保護、放任など極端になってきてい
るのではないか。 ( № 27 )

親子の間に必要だと思われるコミュニケーションが人それぞれ違い、それによって色々な問題がおきているように思えるが、それらに対して周囲が我慢せ
ず、（陰では言う）になってしまう。 ( № 29 )
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【考察】成長期を迎えた家庭の今日的な問題が見事に浮き出されている。問題を抱えてしまった子どもの親との関係に遡るとき、必ずこれら

のどれかに行き当たるからである。もちろんこのことは、子育てのまずさとして親を追及することだけでは解決しない。広く学者や高齢の方の

意見を聞くことも勿論大切である。そして、最も大事なことは、子どもに保障されるべき諸権利の知識と意識を子育ての知恵や愛情とマッチ

ングさせていくことであるように思われる。そのためには、直接指導者たちから得られた意見・観察というものを親が意識すべき要素として、可能な限り、

条例の中に明文化させることを心掛けたい。

11　あなたが指導している集団の中で、子どもどうしの差別・暴力・いじめが起きていると思いますか。

回答数 構成比

思う 34 30.6%

思わない 56 50.5%

わからない 18 16.2%

無回答 3 2.7%

合計 111 100.0%

【考察】「思わない」の50.5％は意外であった。現代の子どもの集団の中でこのようなことが有り得るのかという疑問である。しかし、こうした

見方は逆に一種の偏見であるかも知れない。小規模の意識集団の中では、一人一人が開放された状態に成長しているのかも知れない。

回答数 構成比

設けている 85 76.6%

設けていない 18 16.2%

無回答 8 7.2%

合計 111 100.0%

しつけなど厳しくしなければいけないことに適切な対応ができていない親がおり、甘すぎたり厳しすぎたりして、子どものためと思っていることが逆効果と
なっていることがある。 ( № 63 )

共働きという家庭が増えなかなか子どもと対話する時間が持てないのでは？と気になります。習い事にしろ、学校の事にしろ、何かに付けて話をして、その
ときに感じ取ったことをきちんとむきあって聞いてそして、また話し合う、こういった大切な時間が減っているｙほうに気がしてなりません。 ( № 67 )

親と子が同等の立場になってしまい、親としてのほこりや威厳がなくなってきている。その中でも人として大事にしなければならない事、人を大切にする事
を子どもは学べないでいる。 ( № 66 )

親と子のが一緒にいる時間がほとんどなかったり、野放し状態にしている。 ( № 65 )

夫婦間の不和のために、他の子に対しても、暴力的になったり感情的になったりと、子どもの心がいつも不安定である。子どもの言い分を認めすぎる。甘
やかして、生活習慣や身辺自立ができない事が当たり前になっている。 ( № 64 )

父子家庭で十分な家庭教育がされていなかったり、清潔な衣服を着せてもらえなかったりしている状態であること。一人っ子で甘やかされて育っている状
態。共働きでありながらパチンコに行っている母親がいる子どもの寂しさ。 ( № 62 )

家族で過ごす時間がすくない。会話が少ない。 ( № 75 )

親としての義務をはたしている人が少ない気がする。過保護か放任かで程々ということがあまりにも少数である。 ( № 96 )

友達関係の様な親子が多くみられるようになりました。基本的な事がきちんとしつけられていない子が増えています。 ( № 99 )

会話の時間の足りないところ。 ( № 98 )

親が自分のことばかりを考え、少しも子どものことを考えずに行動している。 ( № 97 )

１２　あなたは指導する中で、子どもの意見や考えを聞く機会を設けていますか。

親が子どもの話を聞いていない。（親は聴いていると思っていても、子どもは聴いてもらっていないと感じる） ( № 106 )

実母の交際相手が暴力行為（虐待行為）をしないか不安を感じる。（どのような人物かわからない点） ( № 101 )

養護施設での生活ですから、親子関係が正常に働いていないことが多くあります。 ( № 100 )

親は自分の子どもの外での行動をあまりにも知らなすぎる。家ではいい子なのでしょう。 ( № 68 )

子育てに不安をもつ親がいる。 ( № 89 )

ネグレクト、過干渉 ( № 105 )

十分にコミュニケーションがなされておらず、子どもの気持ちを支えることよりも指導が先に立つ。 ( № 104 )

見ているようで見ていない子どもの姿、子どもが本当に求めていることは何なのか。親の気遣いがひつようである。 ( № 103 )

子どもの気持ちが安定していない感じがする。（家庭内のトラブル等で） ( № 95 )

母親が（父親との接点無し）育児に不慣れだったり、知識に乏しいため、思い込みによる不安を抱えたり、育児を放任した結果、情緒不安定の子、愛情不
足の子と思える子ども達がいる様に思う。子どもは本来、両親、周囲の大人たちの大らかな愛情と環境の中で子どもらしく健康に育つべきと考えます。 ( №
94 )

親が子どもと一緒に（共に）子どもの目線になて感じようとしていないこと。共感をもつこと。例えば子どもの対象の催しに参加し（連れてくるのは良い）、一
緒に楽しもうとする親の態度」など。日常の親子の関係が不十分なのでは・・・と考える親もいる。全てではない。 ( № 91 )

自分の子どもが参加してる行事に関心がないように思う。 ( № 73 )

親子は友達ではない。 ( № 110 )

社会のルールをきちんと教えていない。 ( № 108 )
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【考察】子どもの意欲や自主性を高めるだけでなく、一人の人間として考えさせ、意見を表出させようとしていることがうかがえる。こういう

地道な活動や姿勢が一人一人の子どもの意識に好ましい権利意識を育てて行くことになっていくのではなかろうか。

健やかに育てられる権利を保障するための環境調整。一部の親に子どもを所有物と考えている親がいる。（生かすも殺すも親の勝手） ( № 26 )

１３　あなたは子どもの権利について、どう思いますか。

子どもが人間として生活していく中で、なくてはならないものであり、また守られなくてはならないことだと思う。 ( № 2 )

大人も子どもも権利はありますが、有効又は円滑に主張できる環境ではないと思います。権利という言葉だけで善悪を決めて子どもを守るだけではなく、
いろいろなコミュニケーションをとれる場や、子どもたちで判断できる生活、生活集団の場をつくり、大人から子どもまで理解していけたら良いと思います。 (
№ 5 )

子どもの権利については大変良いと思います。特に現代においては様々な問題が発生しており、大人が責任をもって守っていかなければならないとと思
います。しかし、小子化だからといって、過剰な判断をもって接しないことが大切だと思います。 ( № 6 )

子どもたちの権利はとても大事なことですが、人として色々な事を親や大人がしっかりと教えてあげる事も大切だと思います。 ( № 12 )

ある程度のレールはひきべきであるが、条例というかたちにはめてしまうと気まづくなることもあると考える。本来子どもがもっている可能性を十分に引き出
せる大人が必要な時代ではないだろうか。 ( № 14 )

子どもの権利を味覚にして、社会の中でしっかり守っていく事は大切な事と思います。大人は、万が一身近なところで、この権利が守られていない場合は
それを正す義務を負っていると思います。 ( № 15 )

子どもの親として、大人として、権利を定めることは賛成である。しかし、机上の上でお題目を唱えるだけでなく子どもたちの目線に立った施策の実行を望
みます。何年か後に、子どもたちの口から「４つの権利」がスムーズに発せられる事があれば、市の業績を称賛します。微力ながら協力いたします。 ( № 23
)

実現すれば良いですね。 ( № 24 )

権利は当然守られるべき事でありますが、義務も教える必要があります。 ( № 25 )

子どもの権利を守るのは大人であり、その大人に余裕が少なすぎるように感じる。子どもの権利自体は矛盾なく受け入れられるものですが、手を上げる際
は少なからず冷静でない自分、興奮した感情が併っており、生理的な反応をコントロールすることは難しい。冷静に「しかる」ことはなかなかできません。 (
№ 16 )

子どもが積極的に思うことを主張できる環境があり、何でも「やってみうよう！」と思う魅力ある社会作りが必要と思う。 ( № 20 )

子どもたちは人間として育っていく条件が貧弱である。それなのに子どもの権利や自由を認めると、子どもがわがままに育つ。そこから社会に反抗するな
ど、社会の秩序が乱れてしまうと思う。私は子どもの権利より社会のルールを守らせるために、しつけなどの強制を強化すべきであると思う。 ( № 21 )

私たちが指導している団体は、「子どもは主役」と意思の統一を図っている。（指導者と父母）つまり、子どもの権利については、この条例を作る以前に、十
分意保護されていると認識しています。ただ、今現在、学校現場などで、子どもの人権が危険な状況になっていることは否めません。 ( № 22 )

「権利」とはそもそも何であるかをまず大人が考え話し合い、関心を持たなくては子どものための権利をつくることは難しく、かえって、子どものためにならな
くなるような事もあるように思えます。もっと日常的に権利について考えていきたいと思います。 ( № 29 )

子ども同士の中で差別や嫌がらせから守ることにたびたび困難を感じる。子どもの権利を守るためには、設備（建物）も整える必要があると思う。 ( № 30 )

職員が心身ともに健全で、子どもと接する時間を可能な限りとることが、子どもの権利を守っていくことにつながっていくと思う。 ( № 31 )

権利を子どもが知っていなければ行動に反映できないが、大人がその権利を知り理解する努力をしなければ、結局意味がない者だと思う。 ( № 32 )

なぜこの時期なのか。マニフェストだからってつくろうとするのは、説得力がないと思う。子どもに権利を教えることも大切だが、大人にも広めていかないとい
けないと思う。つくることはとてもいい事だと思う。 ( № 34 )

子どもにも意志や個性があり、大人が考えを押しつけたり、何事も決めてしまわないことが大事だと思う。子どもだから、大人だからという区別なく、一人の
人としてお互いに相手を思いやる気持ちをもてたらいいなと考えています。 ( № 35 )

いいことだと思うが子どもが自分の都合のいいように解釈しないかがちょっと心配。 ( № 36 )

低学年のお子さんを対象としていますが、中々自分の意見を伝える事が難しいところではありますが、将来の為に少しずつ身に付けてくれればと思いま
す。自分の都合のいい様に権利を主張するようであってはいけないので、大人も理解し伝えていける様にしたい。 ( № 37 )

子どもたちを守ることに対してはい常に動いてほしいです。 ( № 41 )

未来の北広島をつくっていく子どもたちが、自分のふるさとを誇らしく語ることができるように、自分たちの権利が十分に守られている環境で育つことができ
ると実感できるような権利条約であって欲ほしいし、それを自ら実践していると感じる事が大事だと思います。 ( № 43 )

親も子も社会も「権利」という意味をしっかりふまえて考えていくべきものだと思います。 ( № 44 )

子どもが安全に安心していくために必要な権利だと思うが、伝え方を間違えると何でも「自由」「権利」といって横柄になてしまいがちになるので、伸張に伝
えていくべきだと思う。子どもの権利は大切。 ( № 45 )

子どもの権利が実行できるように、親、環境などが大事であって、子どもに教えるより、親や社会に教えてほしい。 ( № 46 )

子どもは親の影響を受けやすく、傷つき悩むことがいろいろな場面であると思います。その上で、子どもの権利が確立していることは、大変に良いことだと
思います。これからも、よりよい権利のもとに、子どもたちがのびのびと生活していけることを願っています。 ( № 47 )

生きるうえで最低限の事以外は必要ないと思っている。過保護にし過ぎないように気をつけ、社会に出たときくじけない程度に守ってあげたい。（それでは
最低限とは・・・となると難しい。衣食住は当然のことだが、差別やいじめ、学ぶことなどが思いつく。） ( № 51 )
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今回のアンケートはせっかく作成していただいたのに答えづらいものでした。○か×かで答える者が主なので微妙なニュアンスのものが答えられないと感
じました。こどもの権利については、私が思うところは、親のしつけの仕方が様々ありすぎるため○か×か考えつかないです。が、最近の親の考え方で、
「自由」と「放任」、「しつけ」と「体罰」をはき違えている親がいるのではないかと思う事。マスコミ等もちょっとしたしつけを体罰と騒ぎすぎる為、いけないこと
をしっかりとしかれない親が増えている。そのため、私からしたら放任と感じるところもある。十人十色はいいけれど、社会通念は十人十色ではいけない。一
貫した考え方を教えてあげないと子どもたちが迷ってしまうと思うのですが・・・。 ( № 55 )

子どもの権利条約にさだめられていることは、子どもが当然与えられるべき権利であり、2度とない子ども時代を充実したものにするために私に出来ることは
積極的にやっていきたいと思う。 ( № 57 )

子どもの権利を守ることは一番に大切なことと思います。でも、子どもを守り育てる立場の親が、経済的、精神的に追いつめられた生活をしているとも思わ
れます。親や、周囲の大人が健全でないと、子どもを健全に守り育てるのは難しいのではないでしょうか。同時に、子どもの権利を守るのは難しいと思いま
す。 ( № 58 )

現在、子どもが関わる事件事故が年々増加している中で、日々子どもたちが安心して生活できるように大人が守ってあげなければならない「子どもの権利
条例」をつくり、学校、家庭、地域が協力し、子どもたちの成長を見守る必要があると思う。 ( № 59 )

「権利」という言葉があちらこちらでよく聞かれます。小子化で、親が働きやすくと子どもをあずける時間と場所が増えています。本当の意味での「子どもの
ため」を教えるとき、「家庭」の大切さをもっと親たちに考えてほしいと思います。「権利」という言葉を本当の意味で理解できるような工夫をお願いしたいで
す。 ( № 61 )

子どもの権利を教える前に、親、祖父母、まわりの大人たちによって自分は生きていけるという、感謝の気持ちを教えていかないと、権利ばかりを主張する
子どもになってしまうのではないかと思う。子ども、一人一人の人格は尊重されるべきであること、誰にも傷つける権利はないということは、強く訴えていきた
い重要なことだと思う。 ( № 62 )

権利と自由をはき違え、自己中心的な子が多い。自分だけでなく、周りの者にも権利と自由があり、単なるわがままとを区別して理解させ、行動できるように
なるのに困難を要する場合がある。 ( № 63 )

権利条約の中で唱えられている内容とは程遠い環境にある子ども達がたくさんいます。どの子も同じように守られるより豊に生きる権利があることを子ども
自身が知るべきだと思います。 ( № 64 )

子どもの権利は守られるべきだが、大人として子どもをみちびく事も必要。権利と義務をきちんと子どもに教えていく事も必要だと思います。また、子ども権
利条例は子どもに関する全ての事に適応していく条例であると学習しました。北広島で条例が作られ、作られたことで終わるのではなく、条例を有効に活
用していただきたいです。 ( № 66 )

ゆとり教育が失敗だったのでまたつめこみにといったような政府の方針に振り回されないような未来を見据えたそして、人間の権利がきちんと守られるよう
な教育をするためにもこの子どもの権利を確立していかなければならないと考えます。まだまだ点数で表した結果で子どもを評価することばかりが主となっ
ている世の中です。ぜひ、この北広島の子ども達が色々な意味で大きな人間として育ってくれるようたくさんの話し合いをしていきたいと思います。 ( № 67
)

何でもかんでも意味も分からない子どもに権利というのはどうなのかなと思う。今の子どもは十分に権利を主張しているのではないか？子どもの権利、子ど
もの主張といっていたら、親の威厳もなくなり子ども社会になってしまう。 ( № 68 )

必要なことだと思います。 ( № 69 )

ぜひ実施していただきたいと思います。 ( № 72 )

子ども達がすこやかに育つために、必要なことだと思う。 ( № 73 )

現在の社会の中で、子どもの権利がはっきりと示されるのはとてもよいことだと思います。子どもへの周知のほかに、大人への周知をどのようにするかがと
ても難しいように感じられます。 ( № 77 )

とても内容はよい。ただし実際はいくら権利があっても、安心して生活できない、自分らしく生きれないなど、それぞれ現実では間も手あげきれない部分が
多くあると感じる。 ( № 79 )

健やかに豊に育っていくために子どもの権利を条例として挙げていくことは素晴らしいことだと思います。そのうえで、健全な大人として育ってもらうための
体も重要なので、条例のなかに入れられないかと考える。 ( № 83 )

子ども自身の言動や行動の自由云々よりもまず、子どもも家庭も地域環境が著しくこわされているひとが多いので、そのことに対する対策が急務である。 (
№ 85 )

幼い子どもにとって親は、絶対的な存在だと思います。親は大人ですが、大人といえど間違わないわけではありません。しかし、子どもは親が間違ってい
ても（大きな間違いをしても）気がつかず従ってしまいます。そんな時、周りの人間が助けられる町ならいいと思います。 ( № 86 )

子どもの権利やジェンダーなどの問題に対する意識というのは非常に個人差が大きく、大人になってから意識改革をするのは難しいことだと思います。子
どものうちから意識を高めるように、母親父親向け（乳幼児対応）児童向け、青少年向けに分かりやすく具体的な小冊子などを作って配るようにするなど周
知させてほしいです。教育機関等子どもに強く影響を及ぼす方々には特に高い意識を求めます。 ( № 87 )

子どもが子どもらしく育つために、親が家族をしっかり作ることが必要だと思います。安心できる場所、相談できる人、その環境をつくって、子どもの権利を
教える方がより理解できると私は思います。 ( № 88 )

家族の中で健康（特に食べること）を十分に気遣ってもらい案心して過ごせることが大切だと思います。学校では学習に集中し、家庭は健康を育むそれぞ
れの役割が協力して子どもが大切にされていくことが理想だと思います。 ( № 89 )

例えば2、3歳の子が舗道やデパートで一人で歩いています。親は手をつなぐ事もせず「見守って」います。親は子どもの自立を促していると思っていま
す。本気でこれはよく見かける風景です。 ( № 90 )

子どもたち生き生きと、のびのびと、子どもらしく生活できる環境とは・・・子どもは、与えられた環境で育っていくのであるから社会が大人がその環境を整え
てやらねばならないのに、それができていない。者にあふれてはいるが、豊かさは感じられず、北広島のように遊んでいる子がいない公園とか。今一番に
何をやればいいのか、その次には・・・と。手立てを示してほしい。子どもの権利条例が名文化・条例化されると可能なのか。形式だけに終わらせないため
にするべきことは・・ ( № 91 )
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いつも大人が子どもの側をも代表する形で決定がされ、子どもの生の声を聴く機会が少ないのが現状。もっと自由に発信させてあげるチャンスいろいろの
決議の前にあってほしい。 ( № 104 )

お当たり前のこと「子どもが健全に育つ環境」があたりまえではなく、自分たちの考えではない、社会集団の意識が当たり前のようになっている。現代社会
に不安を感じます。子どもの権利はどうしたら守られるのでしょうか。 ( № 103 )

当たり前のことですが、子どもたちを大人が守って、いかなければいけないことと思います。 ( № 100 )

若い親の人たちの中で、子どもが健全に育つような時間帯じゃなく、夜おそくまで飲食店やショッピングセンターに連れて行くことを当たり前、朝ごはん食
べさせないのも、自分も食べないからという人もいます。子どもの権利を親が奪っている人たちが多いと思います。一般の人より親も子どもをペットの様に
自分の思い通りになるという考えの人たちから教えていかないとと思います。 ( № 92 )

子どもの権利条約は素晴らしいことであると思いますが、今日の環境の中で、どのくらい子どもが子どもらしく生きていくことができないのかなと思うこと・・・。
まず、大人たちの生きる姿勢をしっかり子どもの目に焼き付けることのできる行動をとらなければならない。 ( № 96 )

どの子にも最低限守られるべき権利が守られず、命まで奪われることもある現実に本当にどうしてやったらいいか。悲しくなるばかりである。どこから手をつ
けてやったらいいか。それさえも分からない、目の前の子どもたちは本当に親に相手にされず寂しがっていると思う。 ( № 97 )

子どもの権利条約の中で、特に（3）「守られる権利」が守られていない現状が最近多いように思われます。なぜなのでしょうか。非常に気になります。 ( №
93 )

子どもは①暴力（力・言葉）や危険から守られる。②愛情に満ちた家庭環境で育つ。③生きていく知恵知識を学ぶ環境を与えられる。④安心して夢や希望
をもてる社会の中で育つ。権利があると思います。 ( № 94 )

どの子も安心して過ごすことができる環境をつくっていく。 ( № 95 )

安心して暮らせる場を保障することが大人の務めだと考える。 ( № 105 )

作られた権利条例が実行されるよう作った後の実際の運用とその評価、見直しをしていけるように考えてほしい。 ( № 106 )

１８歳未満の全ての子どもに対しての4つの権利をこれからはもっともっと話し合っていって下さい。 ( № 107 )

日本の子どもの権利はきちんと守られていると思う。権利が守られていない例が報道されていますが、特殊な例だと思います。権利と同時に義務もきちん
と教えないと社会がますますおかしくなる。権利条例は特に制定しなくてもよい。 ( № 108 )

守られる権利が最も大切と思われます。それには、生活環境、教育環境等、子どもと接する大人たちが気配りを怠ってはいけないと思っています。 ( №
109 )

子どもの権利より先に親のあるべき姿が問題。親の生きる姿勢で子どもの生きる力を育みたい。子どもの権利が叫ばれているが子どもの義務はどうするの
か。（それが今の大人の姿である。） ( № 110 )

4つの権利は当然あるべきこと。しかし、第一に主体となるべき家庭で守られているだろうか？親が金儲けに一日をついやし、子どもが放置され、金銭物質
第一の生活を送っていないだろうか。基本的な家庭のあり方を考え、実行しなければいけない。学校も同様だが、親がしっかりすれば隣近所を含め、社会
も協調する。7の設問について、3つまでしか選択できないですが、もっと多く選択できるようにするべきです。 ( № 111 )
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調査対象　　１８歳以上無作為抽出

　　　　　　　配布６００件　回収２５８件　（回収率４３．０％）

女性 男性 構成比

２０代 8 10 7.0%

３０代 38 7 17.4%

４０代 38 7 17.4%

５０代 41 15 21.7%

６０代 49 45 36.4%

合計 174 84 100.0%

１　あなたは北広島市で「子ども権利条例」を作ろうとしていることを知っていますか。

回答数 構成比

知っている 63 24.4%

知らない 193 74.8%

無回答 2 0.8%

合計 258 100.0%

【考察】「知らない」が、７割以上を占めている。

回答数 構成比

思う 70 27.1%

思わない 130 50.4%

わからない 57 22.1%

無回答 1 0.4%

合計 258 100.0%

【考察】「思わない」が、５割を占めている。

回答数 構成比

思っている 141 54.7%

思っていない 20 7.8%

わからない 93 36.0%

無回答 4 1.6%

合計 258 100.0%

【考察】「思っている」が５割強、「思っていない」は１割弱である。

回答数 構成比

ある 152 58.9%

ない 22 8.5%

わからない 77 29.8%

無回答 7 2.7%

【考察】「ある」が６割弱、「ない」は１割弱である。

５　あなたは、子どもの意見が大切にされていると思いますか。

回答数 構成比

されている 72 27.9%

されていない 93 36.0%

わからない 91 35.3%

無回答 2 0.8%

合計 258 100.0%

【考察】「されている」が３割弱、「されていない」は３．５割である。

合計

18

45

45

56

94

258

４ あなたは、子どもには将来の夢やなりたい職業があると思いますか。

２　あなたは、子どもの生命が守られ安心して暮らしていると思いますか。

３  あなたは、子どもが自分自身を好きだと思っていると思いますか。
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６　子どもたちは、健康的な生活(遊ぶ・休む・学ぶ)を送ることができていると思いますか。

回答数 構成比

思う 101 39.1%

思わない 117 45.3%

わからない 39 15.1%

無回答 1 0.4%

合計 258 100.0%

【考察】「思う」が４割弱、「思わない」は４．５割である。

７　子どもたちは、自分が思ったことや感じたことを自由に表現できる環境にあると思いますか。

回答数 構成比

思う 109 42.2%

思わない 90 34.9%

わからない 57 22.1%

無回答 2 0.8%

合計 258 100.0%

【考察】「思う」が４割強、「思わない」は３．５割である。

回答数 構成比

思う 53 20.5%

思わない 126 48.8%

わからない 76 29.5%

無回答 3 1.2%

合計 258 100.0%

【考察】「思う」が２割、「思わない」が５割弱、大変な状態にあると考えられる。

回答数 構成比

知っている 151 58.5%

知らない 106 41.1%

無回答 1 0.4%

合計 258 100.0%

【考察】「知っている」が６割弱、「知らない」が約４割である。･

複数回答

回答数 構成比

家庭児童相談員・母子自立支援員 82 16.2%

子どもサポートセンター 73 14.4%

エンゼルキッズこども家庭支援センター 33 6.5%

教育相談員 42 8.3%

地域子育て支援センター 48 9.5%

こども発達支援センター 30 5.9%

地区の民生委員・児童委員（主任児童委員） 84 16.6%

社会福祉協議会心配事相談所 28 5.5%

子ども電話相談ユーアンドアイ 76 15.0%

その他 10 2.0%

合計 506 100.0%

１０　子どもたちは、個性や他人との違いを認められ、１人の人間として尊重されていると思いますか。

回答数 構成比

思う 73 28.3%

思わない 104 40.3%

わからない 72 27.9%

無回答 9 3.5%

合計 258 100.0%

【考察】「思う」が約３割、「思わない」が４割であり、否定的な回答である。

９－１　子どもに関する悩み事を相談できる窓口を知っていますか。

９－２　「知っている」と答えた方にお聞きします。

８　子どもたちは悩み事などを気軽に相談できる環境にあると思いますか。
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１１　あなたは、まわりで子どもがいじめや虐待を受けているのを見たり聞いたりしたことがありますか。

回答数 構成比

ある 76 29.5%

ない 178 69.0%

無回答 4 1.6%

合計 258 100.0%

【考察】「ある」が約３割、「ない」は７割弱である。

複数回答

回答数 構成比

人種や言葉、宗教などの違いで差別されないこと 70 8.3%

障がいのある子どもが差別されないこと 126 15.0%

子どもが知りたいと思うことが、かくされないこと 14 1.7%

暴力や言葉で傷つけられないこと 166 19.7%

家族が仲よくし、一緒に過ごす時間をもつこと 111 13.2%

自分の考えをいつでも自由に言えること 53 6.3%

人と違う自分らしさが認められること 86 10.2%

自分の秘密が守られること 21 2.5%

自分のことは自分で決められること 53 6.3%

疲れた心や体を休ませる時間・自分の自由になる時間をもつこと 86 10.2%

子どもからの自由な呼びかけでグループを作り集まれること 8 1.0%

必要な情報を知ることができ、様々な活動に参加する手助けを受けることができること 47 5.6%

合計 841 100.0%

【考察】１位：暴力やことばで傷つけられないこと、２位：障がいのある子どもが差別されないこと･

複数回答

回答数 構成比

おとなが子どもの人権を尊重してこなかった 68 12.0%

おとなへの社会的支援体制が整えられていなかった 42 7.4%

子どもへの支援体制が整えられていなかった 61 10.8%

おとなのモラルが低下し、おとなも自己中心的になった 208 36.8%

近所のおとなが子どもに目を向けなくなった 98 17.3%

マスコミの報道により注目されているが、以前から同種の事件は多数起きている 67 11.9%

その他 21 3.7%

合計 565 100.0%

【考察】１位：おとなのモラルが低下し、おとなも自己中心的になった。

複数回答

回答数 構成比

そのとおりだと思う 38 9.0%

子どもたちに正しい権利を教えてこなかったおとなに責任があると思う 171 40.7%

子どもたちは権利を十分に主張できていないと思う 20 4.8%

「わがまま」と「権利の主張」は全く違うと思う 168 40.0%

その他 23 5.5%

合計 420 100.0%

【考察】「子ども達に正しい権利を教えてこなかった」と「わがままと権利の主張は全く違う」を合わせて、約８割の回答があった。

１２　子どもの権利の中で特に大切だと思うものを、三つまで選び○をつ
けて下さい。

１３　子どもが犠牲になる衝撃的な事件が社会問題化されていますが、こ
の意見をどう思いますか。

１４  「今の子どもは、わがままで権利ばかり主張している」という意見があ
りますが、この意見をどう思いますか。

大人が子供の意見に対して、答弁すべきだと思う。

大切だと思います。家族と過ごす時間や環境、まず基本的な事について見直して、子供をたくさんの大人で守る事が大切だと思います。

大人社会を見直さなければ子供達の権利は失われていくように思います。　一人一人の個性を考えもっと身近に向き合う事が重要だと思います。

大人も子供も心に余裕を持てること、そして自立できる内容を期待しております。

大人が模範となるべき。だらしない親、大人が多すぎる。しっかり大人が子育てをすべきである。

１５　子どもの権利についてどう思いますか。自由にお書きください。

良いこと、悪いことの考え方の基礎を学んでから何が権利か分かると思います。

勉強ばかりを重点にしていて、親子関係やモラル、他人に対して　ありがとうの気持ちがなくなり、感謝の生活が良い事・・・を教えて　子供達が希望に燃える
様な指導をお願いしたい。あなたは出来るよ・・・と自信を持っていけるように。

必要な事だと思う。

全ての子供にとって「平等」であって欲しいと思います。
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小言を言ったりして　自由に遊ばせたり、言動させたりしていない気がします。もっと見守り　育てていきたいと感じています。

小学生で習った詩のように「のびのびと生きる権利、生きていて良かったと思う権利」　その権利を保証（保障）できる社会を作る事が大人の使命だと思う。

先ず大人が子供を産んだからには、社会的モラル等も含めてしっかり育てなければならない義務があると思う。その上で子供の夢や意見を聞いたり、悩み事
の相談にのってやることが望ましいと思います。

正しいと思われる子供の権利は尊重されるべきである。
兄弟同士、又は子供グループの中で相手を理解し、個性を養う事の訓練をすべきだ。

新聞等で取り上げられる事件などから考えると子供の基本的な権利が守られていないように思います。例えば親が子供をきちんと育てていない。放任か過
干渉とか、大人に相当問題があると思います。

世界中の子供たちが安心して家族と生活できるようになる事だと思います。

障害者には厳しい世の中だと思う。もっと障害児が教育を受ける施設を充実させてほしい。（幼稚園の受け入れ体制とか小学校の特殊学級の軽度障害児の
みの受け入れをもう少し幅を広げて重度者も通えるようにしてくれるとか。）

人権は大人になって急に身につくものではなく　生まれると同時に与えられるものだと思う。未成年の子供には子供に準じた権利が与えられるのは当たり前
だと思う。

親が当然するべき事を、きちんとして育てていれば、子供の権利の主張はないといってもよいと思う。学費など子供に資金がかからなくなった時（自立できた
時）初めて主張できると思うし、それは親も聞いてあげるべきと思う。

親が義務と責任を持つべきと思います。

周りに子供がいません。

社会の人材に育つ為にも心豊かな人間性を育てていくことが必要かと思います。その為にも　安心、安全に大人が気を配り、見守り、することの必要性を感
じます。

自由に育てられ過ぎ、権利とは何かというものか判らなくなってきていると思う。周囲の環境及び相手等、全てに対する思いやり、義務も教えていく必要があ
ると思う。

自分の子供の時代、我が子の時代と、時が流れ今日の事はよく解りません。でも子供達を守ってあげたいです。朝小学生が登校するのをベランダからいつも
眺めて今日も何もない事を願っています。

私達大人が、子供に対してきちんと生活、学習、常識とかを忙しいとの理由で放棄していると思います。悪い事は悪いと、良い事は褒めてあげる事、それと
私達大人が子供に見られている事を自覚しなくてはいけないと思います。大人の責任は大きいと思いますよ。

私自身もそうですが、何かに耐える事を忘れてしまう事。物・人を大事にする事を子供に教えていない事から子供は、権利を主張するのではないかと思いま
す。

私は毎日小学生と接していますが、まだ小さいので権利主張とまでいってなく、ほとんどが自己中心の我がままです。必ず話を始めの所から聞いて間を置い
てからどうしたら一番良いか聞くようにしています。一人の人間として常に尊重、子供の心を聞くよう心がけています。

子供等が自由をよく知らない為に、自分の事ばかり主張する様になり　それをよく説明せず見て見ぬふりをした大人の責任は大きいので　今後大人達にも分
からせる様にあらゆる機会をつくるべきです。

子供達自身の夢や希望が幾時の時代も叶えられる社会を、大人も一緒になって築いていきたいと思います。

子供達に社会のルールやマナーを教えて欲しい。

子供自身が権利を自覚し、主張する事は難しい。それで実際の不遇を改革していくのを子供に求めるのは酷な事だと思う。子供の周りの大人達が子供の権
利について自覚し、子供に対してだけでなく、その他の大人に対しても、自覚を促す行動を起こす事が大切なのでは。

子供も一人の個人として尊重されるべき。そういう観点から今回の教育基本法の改定は危険極まりない。個人を「個」として尊重する考えから、個人の国の為
に尽くすべき組織の一つという考えにしようとしているから。従って子供の権利をしっかりと明確にし確立すべき。

子供は大人に守られなければいけない。その大人が何が正しいのかを見失っている。親だから、家族だからではなく　大人全体が子供一人一人に目を向け
その子自信の成長に力を貸す事が出来るといいと思います。質問や選択肢の言葉が難しく、表現の解釈に苦労しました。

子供はこれからの時代を支え、創っていく大切な存在なので、大人が子供を教え　導いて行くことが大事だと思います。その為に子供がその能力を生かせる
環境作りをして、足場をかためてあげるのが必要だし、どんな子供でも等しく　それを生かせる権利を持っていると思います。

子供は「未来からの使者」と言われます。「大人と同じ権利を持つ」ということを、大人に対し洗脳と思われる程　認識させなければならないと思う。大人、青少
年、子供にも　平和、対話の大切さの教育をしていかなければ、一時的な流行みたいなものに終わってしまうと思う。

子供の成長期は親が責任を持って育成すべきだと思ってます。

子供の権利を認め　尊重しようとする大人の育成が先になされなければ　いくら権利条約を定めても　実行あるものとはなりません。絵に描いた「もち」になら
ないための取り組みを期待します。

子供の権利を正しく教える事が必要であると思います。親も勉強し子供を正しく導いて行く事が大切である。その為工夫が必要であろう。

子供の権利は当然のことであるが、「権利」と対になる「義務」教育の欠如が大人のモラル低下をまねき子供にもそのしわ寄せがきているのではないか。

子供の権利は主張したりするものではなく、子供として当然受けられる、親や社会からの愛だと思っています。

子供の権利は私たちにとって必須なもの。でもそれを守られていないのは　大人の責任だと思う。権利の中に大人、両親の義務の法を作るべき。

子供の権利に関しては条例で規定すべき性格の事案ではなく、市民憲章等の市民として持つべき理念であると考える。

子供の権利と言いますが　どこまでが子供の権利ですか？大人も子供も社会のルールを守って行くことが大切ではないでしょうか。今の大人の方が主張ば
かりで子供の方がしっかりしています。

子供の権利という考えがまだ充分に世間に認識されていないのではないか。権利条例が出来る事でもっと広まってほしいと思うし、行政にもPRしていってほ
しい。

子供の権利というより大人の義務がなされるべきではないか。産んだらしっかり育てること。

子供の権利が守られるために大人も子供もきちんと理解して、間違ったとらえ方をされない様にしてほしいと思います。

子供の権利ができても、子供の親達がもっと子供達に目を向けてやる事が大事だと思う。｀いじめ｀に関しても、言い出せない子供が多いのでもっと周りの大
人達が気付いてあげられればいいのでは？

子供の権利があることによって、大人が子供を守りそしてしっかりとした人格のある大人になって欲しい。

子供に必要以上に敏感になりすぎて、本当に子供が必要としているものに欠けている。

子供に対して与えられるものとして当然権利は必要不可欠である。ただ必要だからといって、それを盾にしようとする親も出かねない。親は子供に権利が他
者の権利の尊重の上で成立している等、権利が自分だけを守るものでない事をしっかり伝える義務もあると思う。

子供に権利についての基本的考え方を正しく指導する事が基本である。

子供といっても０歳～１９歳まで（２０歳を成人とするなら）幅が広すぎます。親や大人の接し方も違ってくるので、子供の権利条例とはどの位の年齢の子供達
を対象としているのでしょう。よく分かりませんが。
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「権利」よりも「道徳」を教えるべきである。

「最近の子供は・・・」と大人が言って子供達に目を向けていない。だから自分にこんな権利があるなんて知らないまま育ってしまう。そうした事によって、権利
と我がままをはき違えた子供が多く育ってしまっていると思う。自分たちが子供だった頃を考えてほしい。

「子供の権利」の条例というものを作らなければならない現社会に憤りを感じます。ぜひ子供の権利条例を作るだけでなく、子供が尊重され生かされる方法
も、私達大人が考えさせられる場をたくさん与えて下さい。

○○小学校の　H,M先生のように、授業中に携帯メールをしている先生をどうにかしてください。子供の勉強する権利を守って下さい。

１）今の子供達は幼い時から親が塾や習い事をさせていて、家の外で元気に遊ぶ事が少ないので、小学校までは自由に遊ばせてほしいと思います。
２）物を与えすぎると思います。物の大切さに欠けている。

子供が素直で率直な意見を言えるように　大人達がまずモラルなどを守り、子供達を受け止める環境作りをしないと権利も何も主張できないと思います。大
人一人一人がもっと考えた方が良いと思います。

子供が子供を産んでいる時代。学校の授業でも、生きて行く権利がある事を教えていってほしいと思う。親となった以上は子を大切にして行く事を教え
ろ！！

子供が権利ばかり主張して義務は怠らないようなものを作ってほしい。

子供が健康で不安なく楽しく過ごせる環境を作ってあげる事で、心も体も成長できるのではないかと思います。その中で子供の権利は守られると思います。
それは「当たり前の権利」だと思います。

子供が安全に暮らす事が出来る社会と平等に教育が受けられ　自由に生きることが出来る社会を大人が整えていくその中で、一人一人の個性を伸ばしてい
ければと思う。

子供が安心して幸せに暮らせるようになるには、大人・親の安定が必要なので支援してほしいです。

子育て終了の身ですが、現在の小・中学生については正直分かりません。ただ子供の権利については、親のモラル低下に伴うものと思います。必要なのは
親の再教育と考えます。

子育てをしている大人の再教育が必要。マナーや常識に欠ける大人がしつけができるとは思えない。

産むという段階から、子供の人権を育児教室等の時にハート面と共に生まれる前から、それらが一番大切であるという事を親になろうとしている人（妊婦時
代、父親も）教育していく。プラス地域で育てる意識を市、町ぐるみで推進させる。

最低限の生活、安全の保障が調ってない子供について（虐待）　社会、世間で救える環境ができると良い。

最近報道でもよく親による子供の虐待を耳にしますが、ほとんどが子供の年齢が低く自分の意見はもちろん　行動に移す事もできないと思います。そんな子
供達の命が守られることを心から願っています。

現在　北広島市に生活する子供にとって必要なのは「生きる権利」等の生命活動に関わる人権を保障することではなく、「参加する権利」等のどのように生き
るかを選択できる権利を保障することだと思う。

権利を主張できない子供の声なき声をすくい上げる取り組みをしてほしい。

権利は認めますが、まだ自立していないので認める部分と認めない部分を分けた方がいいと思います。

権利は子供も大人も同じで、守られるべきだと思う。

権利ばかり強調するのではなく　義務（責任感、思いやりの心）を果たせる子供になる様導くべきだと思います。

権利の先走り・乱用とならないよう、大人も寛大な心と正しい説得力を身につけるべき！

権利には義務も必要不可欠な事を教えるべきである。

権利があるならば、義務も伴う

権利＝我がままとか　権利よりも先に義務を、と言う論調を聞きますが、違うと思います。お互いの権利を大切にする事を丁寧に教えれば　決して我がままに
はならないし、相手の権利を大切にするという義務を学んでいくのだと思います。

教育委員の方、教師の方子供達をきちんと見守って下さい。

学校、家庭を含め　話し合い、相談の環境、力が不足している。子供の社会問題化は大人社会の反映である。

確かに権利はあるが権利を主張する前に国民、市民という義務を課すことが大切だと考える。今後社会に参加していく子供へまず、義務を教え、その上で権
利を考える様　指導すべきと考える。

安全に生活できる事だと思う。

安全に健康に育ってゆける環境になって欲しい。

安全な暮らしの中で学んだり、遊んだり　のびのびと生きていける環境にある事だと思う。

いつの世も同じと思いますが　自分の権利ばかり主張する子でなく、信念を持った権利主張ならいいですね。

このアンケートに対し、まだうちの子は小さい為よく解りません。３歳なのでこれからだと思っております。今は子供を産む大人がまだ大人になっていないと感
じます。人の事言える立場ではありませんが何を考えているのかとテレビを見て思います。

このアンケートの｀子供｀の対象年齢が幅広すぎて答えにくい。

このような条例を作っても　実効がなく、何の意味もない。

この権利条約が守られ　一人一人の子供達がのびのびと　育つ事を願っています。

この条例を作る事に賛成します。

この世に生まれてきて、当然持っている権利なのに、わざわざ「子供の権利」を主張しなければならないのも悲しい事だ。絶対に守られるべき権利だし、子供
たちの今を大切にしてあげたい。よろしくお願いします。

これからの世界を作っていく　立派な大人（お金や地位がある事ではなく）になるように子供達を導いていけるよう　子供の権利について、よく考えるのは大切
な事である。

それは、基本的人権が保障されることであり、同じ人格として当然守られているべきものです。　大人だから、子供だからと一人の人格なのに　別にこのように
子供のために　考えなければいけないこと、そのことが残念です。

わざわざ子供の権利を作らなければならないこの現状が情けない。大人として、人として、人間として寂しいし、悲しい・・・

悪くはないが、理想論。現実的ではない。抽象的である。子育てするなら｀北広島｀と言われるような街になる様期待しております。働きやすい環境よりも子育
て楽しむ環境作りを！自分の子供は自分で育て　心のある子供にして欲しいものです。

安心、自信、自由。いじめ、虐待策がなくなる事を願っています。社会的な力を持たされていない子供達に大人は何をしてあげれば良いのか？とても難しい
問題ですね。少しでも協力出来ればと思います。
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